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ー誼，寅題

1 ) 各種プロトコールにおけるアセチレン再呼吸法による

心拍出量の測定について

今村正人・1

魯居幸夫・1

砂本秀磯町

石田恵一円

矢吹 壮・1

高木利明川

町歩宇 部.，

石芥

運動負荷'"の也、予鳴能を知る上で .， .. 自由量ば

よい指標のひとつとされているい しかし .... 

血的に;t動負街中に。.(，4拙是を湖2をするにea

従来園建な砲が多〈。通勤負荷中の各 $tageごと

の非慨血的心抽出量..定に関する報告捻ほとんど

見あたら令い今回著者。12.Aceり..leM寓呼吸

法を用いて， Trndmill iI動負荷政駿にBける主

な<1Prot<;olのひ拾縄量盆ぴじ厳禁'"取量全 各

Su，.ごとに湖定した

I 対象と方滋

政繁摂取量及ぴ.(A9出"測定の原理は 既ロ鱗

1;白河ド研究会で被告した釦<Acetrlene 再呼吸誌

によった'" l{ ~U! II名の建常男子で平均身長

171cm.平均俸.66klj'.年お:1:20 I;lから"設ま

で.平均"..である TreadmiL1運動負荷時手

すりはもたずに できるだけ歩喝せるようにし

優伎の Stageの州定らせた Sた負荷終了"

Bruce 複は Stag~ <1， Sclleffield法I孟St3ge6 

副回.d 法は St~~ 5 修正 Bruce法{以下外畑

法とする) 1;1: St~~e "としと Acet)'1開e胃呼吸

法による.L抽出震の潤定は 各 Stageの終了羽秒

前ょ η地備し 終T30秒前ょη負荷終了までの聞

でi則定するようにした

E 錨 巣

( 1) Pres$ure Rale Product (PA同 Bruce

法では立位安線時9<l"土お3瓜 Stage1では

・1東<k学医学飢察室内持 ・肉体育学研究室
・2 東京理外大学壇ヱ，.

均・2 西 功.，

14165土2973.5u.ge 2:では 16166土3235.Staae 

3では22249土4115.Stagt <1では 31282怠3628

回復刻 3分でほ 201騎士3535 鴎復期 6分で拾

H068土 2~39 であ 9 た Sdlef!ield法では立位安

紛時 iω02:=2011，5l:1ge 1では 1凶闘士Z∞6
St311'C 2 ではlJα~土1i83. St3gC 3では 14462':ヒ

却36，Stage 4では 17639土2529.Stag担 gでま

24328会4756.S!age 6では 31965主2825，回復甥

3分で陪 205-l5:=1382.回復餅6分では 15669土

16田であった El1ntad法では立位安静時 10157

念2ZS3.Stage 1では 12611土3U4.Stage :2で

は 173必念 2134. Sta吠 3で1$23473企33;9

Stage "では 315ω土¥720.Stage 5で !32296ま

お" 悶illUl3分でほ 20962=2146 固!1M6分

では 13121土2¥86であ。た外燭法で"立位安

僻時関84+ 625. Stage 1で 1.112318土 1170

Stallc 2でほ 15156主1152，Slage 3では 2l2l8土

3027. Stage 3'で1;1.28505土1862，SI3ge <1では

3Z7!lJ土1822，翻復期3分では 111965土3s“ 回

復刻6分では 13266土'"であ9た

以下問機の順でfとすと

'21 体重あたりの雌雰柄"量，，，同様につ
いてはそ札ぞれ， 4.8土0.5.16.0土1.1.20.2: 

1.7， 27.0土2‘。 36.2土2.5，16.7主1.5.1.8+ 

1.8ml/ks.min I以下向単位).S也市川Ijeld法で主

~.5 土 0.6. 10.2念1.0.12.2土1.4. 1~.8土 2.~

2日).0;ヒ1.7.27.5主2.1.34.5土3.3.12.7土2.0

6.'主0.'であ。と 臥1~5Ud i去ではそれぞれ 5.0

土0.3.15.4主1.1会:0.0土1.7.26:::0.9. 34.:!: 

~.2. 37.1主1.7， 16.1.:!:2.6. 7.1=1.0であ勺た
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'" " 健
外姻法で隠 Bruce法とほぼ周値だが Stagt.r 

では 31主2.31111/1¥8'聞mであーた

(3l 心僚監 Brucr法ではそれぞれ 2，'土

0.4.， 5.3:¥:0.4. 6.6主0.6.8.0ま1.0.9.9土0.8

，，'企0.6，l.S念。 2であ。た ScheffitJd惨では

それぞれ 2，'土0.2. 4.~ 主0 ‘ i ・ 8土 0.5. 5.2土

0.6. 6.5土0・.8 .0~ 1. 0， 9.4会1.1.6.3土0.7

3.8士0.'であョた町出剖法についてはそれ

ぞれ 2，'ま0.2.5.1:0."， 6‘土0.6.7.5土0.6.

9.5:¥: 0.6， 10...:t 1.0， 6.6土0.5. 4，4企L2

IImin/がであった外畑農について1.1Bruα 法

と問舗であるが， Sugt.rでほ 8，'企1.0であ。

た間負荷崎聞についてI 時間 {分1(X)とむ

係数 (y)について竃織固治吹を求のると I

."訓 告告で[.1Y -1.SOX + 1.55 (r・0.90)，

Sclltfrield ~をで 1: Y-1.01X+1.8i (r-0.931. 

EII回凶楼マ己 r= 1.67X+ 1.64 (r -0.791， 

外泡法で l:t¥.・l.39X+ 2.24 (r・0.9$)で

あ。た 【岡Il

(..) tt.aあたりの厳豪傑恕盆 (X ) と~、6早急

(y)との匝鎗直線[!.Bruct法では y・4.5tX
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岡ー負荷時間I:Hける園帰竃.. 
負荷勾息をmす

-7.2 (r -0.95) 公IIdfitld告をでは y=‘.IX
-6.1 (r・0.92)。臼l四"塗でほ Y"'2.80:<+
0.9 (r・0おL 外畑告書でほ y・4.73X-11 

(r -0.97)であうた(図21

E 考寓

従来<，拍也量測定法と Lて" 色宮居希釈官噌

艶合"詮円 Rl法愉寄がある 今回著者らの周
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いた Acetylene，写呼唱謹泊。 1929年 GrollmanO?~ 

によって膿還を発表きれなが。鶴置が禽置右し

血流訓定のため shunl疾患JZ利用できないなど

の忍畠で な治会か実用化さ礼るまでに至らな

かヮた今回著者らは 篠17[21本研究会で発饗し

た知<l~ 運鋤負荷令の4h宮出量調定iニl!*i1:>lf

優遇との判断の下に 現在日常の検査でよ'"い

ら札ている Bruee主主 5<;helfield楼.ElIemd i;寄!

外畑法の trudmi!1還動負荷時のじ循幽量を..'"

した

外畑法は Bruce法に 3'Stageを付加したもの

であるがむ係r::1:1: Bruee法 Stage4の{l9.81

と比似し 9:31と低鑑に刷る傾向がある 同一時

間に必ける負荷勾配が El1estad法 Bruee法外

銀ii:きSc:hdfield法の顕であるよとを考えると

負荷勾aとが~I，.仇"姐いほどセ係訟は高〈なると

考えられる すなわち 体重あたりの陵索然取震

が同じでも七係欽11Bruce法日比叡し外畑

ま舎は低備に出ると恩われる

七狛幽量について a"に"表による然稀釈法で
制定した録音i川左あるが，心係滋について換算し

てないため比綬にならない今回著者らの仔ーた

Acetylene再呼吸法ロよるむ捻出量の測定I!.後

検者こ2守する俊筏が少ないため。従来ほとんどな

されていなかヲた各 SI3geごとの4係訟の測定が

可能になった意義l左大きい ただし。臓血寝不均

毎分布含有する症例では!銀遣をの生じる可能性が

ある

• と め

(!l 主な 4Protぽ叫負荷時の也、約出量を

勝俊降の正常な健常人につき白 Acetylene稗骨吸

法を用いて測定じた

(2， 体重あた句め感努j買取量と'L係践の相関

はよかヲたが 則"な磁器摂取量でも 負街勾配

め強い Bruce法の方が外畑接よりも;0;<出る

傾向があった

" E院
11水野嶋祖国市議姐将路負荷筑"詰?一理論

と護保- p.lo2診断と治線住東京.1978. 
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Z) Ste....an引 Thec叫 ut01 the he:1rt in叩

，>."， 1 Physicl 57: 2，. 1921 
3) I¥in，，，，卸 J:-.1.:-.100re J W and Hamillon W F 

Sludiesωthe circulal同1.In開制

method: Physk31叫剛hemalkalcon剖dera

u。札 A"， J Phpiol 89: 322. 1929 
4) f{amillon WF. MωreJW.Kins四an) ~I and 

Sl>urli時 RG: Studies 011 the circulalion. J'{ 

，.""官加耐由。fthe inj開 icnlIIetll岬
chan岬 sin hemodynamics under physiologicaJ 

and patho。原，，'開nditi阻 止 Am J Physiol 99 
iiH， 1931 

5) Felller G: )，1u$urement 01 cardiac ou広仰は h

問引開岡山…m 叫山n

melhc刈 QJ Exp Physω39:153.19川"

6) Ganl W CSc:. Doncso R. ~brcus f{ S. forrel1er 

JS. S..an HJC. fACC MB:A lIe'" lechni<tue 

for me;uurem制，"伺rdiacωIIpUIby IheTmo. 
dilutlcll;1I 111111. Am J CardioI27;392. 1911 

"、，bdntyreW J. Pri・chardW H訓 d1>Ioir TW 
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1958 

8) Pritcherd W H. ~bdnt)'re W J 3nd ~Ioir T W 

The determinalion of c3rdiac OUlpいutby lhe 
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Validat!on 01 prtcordial recording. Circulalion 

18: 1147. 1958 

9) Grollm3R A. et al! The determinatω，，'曲e
ωrdi~ 0。ゆ 101 m.n by Ih. use of acれが加除

Am J Pbysiol飽 432.1929 

1ωA.mu日制 E斜 aJ:Th~ ロrdiac outl>Ul ill rt$1 

刷町k削 r!Ulnω 酬 U113"i叩 Iyby th~ 
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II) Flem!Ui崎町tPel.MI.II. et al: A巾 Space
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2) 鹿血性心li1病患者における血圧低下町意義
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選勧負符S実験 (EST)を範行する際の..止J:，;.$

としてl 運動中のO!A低下"Jt要な所見の-つで

ある これまでにも EST中の畠座低下に闘する

多訟の線i!r ' ."~ あり 鑑定の虚血性，.信号患患者

(lHDJでは 運動中日..'"が低下する宵能性の

大島いことが示きれているi仰自 1.1H.ながら

THDの11:'"度とiJ動中の血圧低下との間違は少
ないと の線告もあ り汽退勧砲の血庄低下の意鍵

"完盆 =は鋼需にきれていない また，多〈の録

音は，血匡が安"時の値以下にまで低下した盆例

1: .tU!としている1一回 しかし B，附ら11，i! 

動中に血亙が低下Lた定例で。運動中止俊民心!!

縛'闘が合併した開が多いζ とを級きしておη陶

血庄が安勝時の白血以下に会るまで ESTを電波す

る二主には 問砲があると恩われる そζで我々

は E5T '*'::血IEが愚大館よりも下践する倒や

還働中江血庄が有意な上昇を示きない例の窓絡を

明らカ iーしようと Lた

I 対象および方訟

"象。ム胸痛像作時の4電図運動負荷心電図!

冠動脹ii彫必よぴtH・重遺・3によη信忽された

THD 患者，... ，で。心"便書作IJ)例お5例，也、筋

榎..の"径のない2良心~ (API例'49例であ。た
平均年齢;£UB健であ，た

EST 1: Bruct または Shdfieldのプロ トコール

で行い 運動中の収縮問血圧 (SBP)が最大筒よ

η む 10mmr旬以上低下 Lた48例を低下院(E~ert砂

町以前polension)とl.， Bruceの 15tig理上昇に

ついて 10mmlla朱測の血屋上昇にとどまり. f11

. ， 久留朱文学医零~.三内" ・2 同循環2事情研究隔

長国洛司・1

板革研 ー・2

屋上昇の不十分な70例を不金書字 (Flalrespon~) 

とLた lOPlIlIHi以上の上昇を包めた2“例を

正常嬰 (NoTlllal陀'"胸鈍}とした 連防時聞は

Sheffieldのプロトヨ ルで際価L.不念おと正
常震では Shdfield のプロトコールの stall~ 1¥'以

降まで負荷§れたものを"，.と Lた ESTの中

止'"・1:，自覚盆状の出現。 2mm以ょの ST扇

也などであるがl これらの殴慨が幽双Lない鳩舎

は 予測伝大 L'拾数の85%を超えた時点で EST

を中止した

定劃細長術~11 . CAGに必けるiS，"以ょの狭窄

金有する優息.，，"脹書までZ字幅Lた 左志堅運動異

常の程度11RAO 30・の左'"量JjfJ!を用い， AHA 

...障に縫いs分割 l.Normal血倒剛ni" O. 
Hypokin四 istl.A.ki自M を2，Oyskinesis t 

3 pointとLてI その合併 IlVGscorelで卸値

Lた 虚血の包皮についてほ 山での ST下隔の

恒俊で野偏しI 運動中の血IE反応と "ぬ順術衰

の，，，.度 左室盤運動拠官貨の程度およぴ虚血の程

度との関連を後肘した

E 鋸果Sヨよぴ考.. 

低下野不全幹正常震の31.で調匹前.(.，G

使""既往に有君主釜"脅か.，t.:. 低下停で"運動

時間および短大(始訟がそれぞれ 8.6会3.4.，;，九

114.9:t: ZO.l/minであ町正常"の 12.1ま

2.7min.138.l:!:20.6/minに比し有愈に小き〈。

低下鮮の運動能力が低か。た 図 1では慌思冠動

脈数 ST下院。LVG score. EDPを示しているが

舷下院:tぞれら全ての術憎で正常群h 比 L高飯倉

示し 窓動保病変の但鹿島よぴ左鉱堅選勘興需の

程度。e姐いと考えら"た
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r“"‘腿 "51'0目.
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低下e・.さらに3醇日分須し。運動中の血足"
下の姐If:~よ q て II名~m.:二æがあるか否か を椴討

した 運，胸中の 58Pが安"時の館以下に乏で低

下したJO例tG・1 最大瞳よりも初mmHc以上

低下したJO例i"C-2. 10皿.H.以上低下した"例
t C.3とした 3雲間で、，11の際往には差がな

か9た iI動陣問およぴ銀大~相n:l~も差 I !U吟

ら九ず。"""で運動役力の&1!1tめ勺れなカ ョ
tc 

図 2では G-l.C-2. G-3の橿怠冠動脈敏 ST

下陣。I.VC$Core. EOPを示しているが!これら

傘ての循舗で "事問に省軍差金也吟令命令た

このζとは 従来の安静"の値以下I二重で'"

の低下した例の倹討と問憾に 島大鐘よ ηむ

lOmml旬以上低下した例"構想定動ø.~1.I'多〈

友重日産直動異常の鎗いことが砲忽され 品肝ris

らの報告宵と同憾の鎗果を得た 掌た このニと

I!. [51の中止器撤.，医大館よ句も JO悶mH.以

上低下した鱒宜と Lてよいことを祭している

次に低下界およぴ正常院を ~II の，.佳の有量

図 1

L. V.C ・<M'•• 一

E:.unioul ;';onu[ 

kyPf'"“・閉"聞
同 z

'"関..

舘銀総5

E.O.P 

一-[ 

tnn剛 I S.刷
~ r po!n.iOl 闘~..

向 t

，npou. 

にて分刻した 褒 1で示すように. 、"の'"径を

有する例では低下院の還勤時間"忽 <.LVG 

S限。"は高閣を示した またAP例で" 低下鮮

の還動時聞が裡<.S1下級の僅..が大き〈 宿

旦君.&81， :去が高舗で~?た 8ruce" -<" Cobe伊

らの"'喉息息宥の血行動!!I~ついての被告では

還動中に IHD 患者でI!COPの峨加が少ないニ

とを情婚のてM句 iI動やめ低血圧が運動..の也、

拠能低下に起因していることを示唆Lている 今

岡我々の結果l.t.MJ例では運動中の低血圧が慢

禽健闘の大きさと関連し AP 例で"還動l二よ。

て錦発き九た虚血のき書きと関遣することを示した

次に不傘"について院Jtすると 聞 1のように

橿豊定鋤眠歓 ST下ぬ EOP. LVG!ωeの傘て

の術掃でE官官E容とをを"めな泊ーた 今国の

8ruct (l)プロトコ ル 15t~le 上昇 につ いて

10m耐1，未満の上昇とい今拠定では 不全鮮の重

径四Eと 正倉野の重盆度との聞に~[!認められ念

.・.，1:. 
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3 ) 等尺性負荷による肥大心の心機能評価

辻林 陸・l

桐ケ谷 聾・，

杉本圭市川

伊東春樹・3

丹羽明博・4

高元世彦・2

家坂輯人・， 谷口興一・3

慢性血'"遺貯倒 (HD)I::.C.，血管鋳衰の合併が
多〈 特に心肥大の合得"しぱLばみ均れる ζ 

の"図として高血圧令どの凋与が考えられている

が静繍について"不明である そニで IIDの

肥大4Lにおける{.t.'l維について般討するRめ 後

負荷増大をもたちす等尺位負荷金権行し 安締吟

および負陀時血行動怨についての好価を行。た

心機能評価1::~l -mωe 七、エコー留を弔い左京

位機悶望動感l二ついて解併を行った

I 方 法

:I'.t象1'::，.(.，，X.コー図で良仔&記録が得η札た
HD li例イ男9例女8例平均年齢50.0a，)で

ある 心エコー置のS主張終聞に必ける左重俊宝庫

ILVPWlと{，~ '*' fI1i !1.f目標(JVSlから これらを
2鮮にう，げたすなわ句 LVPW+ lVSく2~mm

の非左窓慶大将の 6例 fAn.， LVPW+1VS孟

24m"，の1:1.草肥大醇の11例..騨とした

まず透析前において仰臥位30分間の安修の俊民

L 約 .~ 血圧 {.m出盛 ((U¥"0110法による色競
合釈抜1. "よぴ4エロー図の澗定を行も白 えたL町

.， ~t(~総合調院内件 ・2伺州た伊関学部を辛料
・l東京l!.HCAH文学司自=.1付科

で修尺性負荷を施行し 負担摩3分時に上"の循環

動思1骨量を"'をした 負斉tEltgEI骨"''''t負荷1去
で.仰臥位にてa医大沼カの5O~に相岩する術，.を

3分間保持する方主主である

Lエ=ー団のZ十訓1'::.4'-':ι し5.c.拾の心百三~

m および友室後援金箔函し n'lc ~a.dias を属い
て解析を11"->た 友重健司院特鋼およU収諭終聞の

もエコー国の各指慨を求めるとともl 鉱援問を

図 1のように.!.a定調 (.f)朗経協完潤 1M)l1li. 
.(.，fjf唱え縮 (a5)期の 3賜に分け!イL周.，に"する

各位張照時僚の時間割合(T1，左議内臓の鉱俊

治制策 (1 ).およぴ平均"残忍度 (V)t求めた

E 路果

安静鴫血f干勧感也、伯絵 (HR)11'>'"64.1土

8.8 bllm. B 僻 65.9ま8.8bpm， .(:、係fi(C[) 1::.-¥ 

E手，.1土0.5/lmin/"，'.BI事2.9土O.5//min/mと

倒郡問 l二有愈の，.はなかったが 平均血屯

ImBP) はミ傍9Z.2:: 6，SmmHg. B r事 107:= 
14. i"mmll!l'と'"で高値でめった

.(.，.r.，コー団所見で11LVPW+[¥'Sの胞は^'事

20.S土2.8mmに付し "写 31.2:!::6.Immと有置
の差がみられたが友軍拡侵S字削復 (A符 48.8
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I..D2-Dl(・・》
D2 _ DI . .----… z 
図， Diu担"，星Mpara..tters 

:i:2.3mm. B幹 4i.6全5.1mm¥，左窓収網終期径

(AT 31.3::2.4..."1. B 野 2&.1土‘ 2mm).Frat 

旧制1Shoml¥il¥lI' (A ~35. 5土3.9"'.BI制0.0土

‘，.)に..はなか9 た左車窓護鯛壁"患につ

いて (1..e透光調期時間 (Trt)は AC字'.8土

4.8". 6"13.5企3.8"とB野で溢援の傾向がみ

られ.進ι緩銘ヲE満期時間 (Tsf)1皐 .̂事37.0土

4.5%に付CB!手31.0企5.8%と忽錨傾向がみられ

た a車内陸の鉱援増加量や平均鉱張湿度につい
て"間模開の.MI!みられなかヲた{畏1)

負荷時血符勧"負召3分"の鎗をみると A 

鮮でl孟HR78.1企li.2bp回 CI3.6:t0.811剛 n/m'

mBP 106土12mmHgといずれも愛情時に比べ憎加

がみられた .. ，でほH"ま72.0:JO.9bpm. C! 

1: 31.1企0.511回inl固と安静"に比べ増加を犯

めたが. mBPは 112全 15.1開mH，とa.也のな
か‘.，1.;

4レエ，-悶tニ白ける左室I!tJIU'きMIf."室思筒

a聖書野医学 41坐 '" 

終期後 "K出1¥11Sbortlninr 1:負荷による変化
はみられなか，た 左震!I!~lII望動空軍ごついてみ

ると A 鮮で T"の姐舗と緩倫ヲピ禍期平均"仮

速度 (Vsf)の泡加がみられたのに対t... B:事で

は T.fの短繍がみられたが ....sIに変化lまなかっ

た

m考 lI! 

HDの心病賓の特徴は高<錨幽状態と 心位

大を伴。た<肥大であるとされている 今回の結

集では， 心肥大は17例中11例 (65")と禽準にみ

られ 4鈎出量や友重"旗終期径は岡修といニZ

.，であ，fと B 震で::tA Tに比べ安修時の .ap
U高〈 高血圧の.c...re大への関与が添暖きれた

ー舷ロ等尺笠負荷活後負荷縄文をむたらすとき

れているがa.写では負荷による血忽の上昇がみ
られな泊った ζのニとは HDにおける自'"神

経機能陣容とめ関連が考えられる

・尺位.宿によ。て商務ともに HR. CIの増

加がみら仇たが 心エヨー図の抱懐 {左室舷雪量終

繍径左室収...冬M径"岡崎n.llSb町 <<-ning)
に夜化1.1r.cかqた左貧鉱張綱藍島惑について倹

'守する と B醇において安"時の Tdの延長傾

向と T.fの短繍傾向 "よぴ絡尺性負荷時の V“
の地加を仰わない T.fの忽縮がみら礼た "̂ 
で負荷時の V.fの増加がみられたこと を考える

と.HDに必ける肥大心では潜在的会主室鉱様鰍

の俊能異常の存在が示..きれた

~ .院

1) Mthl' BR.臥 .1:Clin N!凶V剖 20:61.1983

2) Ikaheimo M. tt剖 BrlIurt J ~ 5 : 110. 1981 

3) lno¥lf 1. tt al: A.. J C.rdiω 53:120.1984 

ωK....~r P H. tt・I:A..HurlJ H施 1066
1983 

針。字削除 T..剖 N叩Itron2・80. 1981 
6) Ikr.m札 ttal:Kid~~)" r~( 24:371. 1983 

7'届1J:1:12.ほか{1it10:791. ¥978 
81丹羽明情 ほか ft析医雪解 38:1τ8. 1982 

91 MilChtll)1I臥 .1:Ann R". M~ 25: 369 

19τa 

101 t..:官"拘 D.tt .1: Stphr・a362‘ 198~

111 Ta耐札 tt.l:Ntphron 23: 10.19乃
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表 1 Dia.stolic phas~ par3m~te r s 

P1Umeter Group 
R~s; Ex~rcLie 

P value 
jl，lean =$0 ~j~3n =:50 

Irf (園周] A 6‘7 2.3 6.5 1.8 

B 76 lも 80 l.4 

Id (閉・) A 8.; 2.5 9.3 2.0 

B 9.¥ 2.iJ ;.8 2.5 

L:u (・・1 A 32 23 3.5 :2.6 

B 3.~ 2.~ 3.6 2.!I 

Ttf (%) A 9.' 品8 12.3 3.0 

B 13.5 3.8 16. 1 4.7 

Tsf (%1 A 37.0 4.5 28.3 4.3 

B 31.0 5.8 2; 5 4.9 

Tas (%) λ 14.8 25 13.7 2.4 

B 12.6 5.J 12.3 3.; 

'v' rf ¥聞 'sec) jミ E77 59.8 72.8 28.2 

B 1)5.3 17.0 63.9 19 . 2 

Vsf (困・Isec) A 25.3 8.3 46.1 21.tl 

B 32.5 6.5 35.tl ¥8.。
V，.. (園周勾，，¥ A 21.3 11.5 28.8 15.3 

B 32.4 H:l.5 33.5 20.4 

Abbr肝 ;..;on.:I・ Ine rem~nt01 I.h叫 ntrieu!ocdi""'n'剛+
T..Juu<i胴 l
V-mun vel同町or!~h vo"tricu!ar d.m抑制。四
，r..，・pidrill川町:
.r_.IQW fillinl 
.....，，;.1 ". ，，~I~ 

4 ) 心筋障害の程度と ST変化の局在

一高度一枝病変例について
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錫 35' 

冠動脈一住帰安における侠穆の銘位 ''''I!l' 
および盛運動よ ηAた.(局限蓄の偲，.が運動負荷

伏駿にSるける 5T変化の局在と !卸史にとのように

反映するかを Treadmill Exercise &ore" (TES) 

を用いて検討した 併せて ST変化の盆味につい

ても IU~ した

E 対象と方途

. .泊::&n大学繍担.内向

対象"冠動脈返彬含施?干した僅例の令ち 左廷

動脈 S~gmenl 6. 7に90%はよの侠窄を包めた



.話回医学 4J~ . 2号録1:: '" 
保前下行後有崎変のH撃について。経Ib脹の絞殺度

およぴ遺影ょの~還動より I 以下のご乞〈

左冠動眼前下行伐術変 (L...Oi26例 右冠動僻

1 -，に90%以上の袋認習を包めと右冠動

うち心筋梗&30例 Coron3ry Arteriog"raphy Score" (C:¥5)を求めた

すなわち 左前下行伎の主な分佼であるM旬。f

Se~menl 

~ー技術変 (RCA ) 16例で

非 L筋後塞12別である

S.ptal Br初出 2本の OiaionalBranch， A阿"

Branehの4分後ふれぞれについて 分校もし〈

ば分校よ町退位."二90%銑穆を包める場合6点

."続得および完盆閉塞の渇含10点として得点し，

各分伎の趨i<傾織が H，閃kinesisを示す場合は!

これらの得点を1/2に減じてS<:oringを行った

左前下符技術家に加え固縫筏の主な2本の分校

冠動脈進犯の 1カ月以内に Marquet~ 栓

C.1.SE により Trudmil1負荷伏臓を範行した 負

Bruee法もし〈低 Bruce変法を照いた

¥' J jjよぴ a¥"，の 3点に"ける ST変化の負荷捌

始時より白復糊s分までの経略的"録を拡大コ
ピーーし 器織より下に占める面積{もし〈は前値

荷方ときは

より上昇又は下降した節分の置微を MにrocomDU

，，，つ魯 Planimeter1こより測定した Pasterolateral Branch. Obtuse ~brginal Branchの

同様に得宜し加

SU:化が

TESと

方にもを失明Pが包められる吻合

このようにLて得られた CASを。

対比償討した

察銘E 

えた

回復鰐8分までに前健に復Lない場合も 制定は

s分撃でとした このようにして得られた面積を
負荷時間およぴ 5heffieldられの最大予測も拍誌に

2すする最大到達也..，訟の比$l% M?HR)で裕正

L 次弐により TESを求めた

4支鋼rrlAD. RCA例を^'手."に固いまずTES-ST変位面続/(負荷時間X%MPHRJ 

左箪遺影を.1¥H Aのラ:t:A1従い7分画l二分け，

正常収績から"'，.皮までの H)"pokinesisを示すも

それぞれの aV，と V.での TESを1Htし

自丸Hド梗

+が STよ

分"

たものである 鳳九1:.(.筋便盗倒弘

TES U; ->>' 5T下降を
鼻を示している左前下行伎病変例の A鮮では

v" aV，ともに ST下院が飽められるが。

Z例を示し，Hrpokin凶;$，Akine~i$. Dys 

kinesisを示すものを8鮮として 21撃に分けた

左前下行校制.，例右冠動脈病変例それぞれにつ

Se¥"ere の を A.事

2仰を

V晶に1;'ずる TESが.v.にJtしょ η陰性
.V.でより陰伎の健を示した

除き

の値.示している

2例のろち 1例"左冠動脈 Superdominant例で

左前下行校制'"例の"季では 5T 1: V， ぁ。た

いて A. .商鮮における、"aVザの TES告よぴ

両i会場の TESの利を付比検討ーた

次に TESがJeopardized~I、。ほardiu聞の程度と

霊を反映しつるカどうかを彼討するためi 左冠鋤

旦c，.， 
m ・・叫曲目

Lム.IJ
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下降するむの向者"められるが

τES孟』測を給き .."と!主反対に .V，で

陰性の"告示7 右迂鋤"'-11:凋，.の̂ '事では
V\.~V，とむに 5T 下両を呈する例が多いが左

前下行怯網変"の A惇と "異なη 便器測 " .. 

'"聞と{，I':ST ~化の局在"明らかで@い省高

動車最 伐病衰の'"で1!.TESlまt例を除S

でよ司陰性の舗を示している

でよ昇すゐむの

ょη

v、

"" 
一ω->0 LAD 1;よぴ RCA-t定例質"を^.

仙の TES の和 ~lt比し

図 21': 

~.. 

左前下行技術潔A僻に勉げる

すESとCASの"比
Ml: ..... 筋梗~例 Mft M[ 都~護側

T， .. 岡山由.
伺3

B2 ，写に分lt.i¥" と

f.: (，のである 左前下持続編賞受例の "̂に必ける

L'銃使軍側主非n例の TESの旬は それ守札
-30.1:12.5 n_9であ-19.3:15.6 n・8

TESとg奪還，崎将常の..僅皮との聞に1:，BII'うか

な附fcftSZのなかヮた 右程動脈/，'変.."で"

非便，."で TESの著明会低憶を示す傾向がみら

B 院では 5Tの aV，でのよ興と V，での

低下が傾伐されて TESU)絶叫J悔は小毎い

図31:.ti1R下仔伐..涯のA仰について

と.v，の TESの和とCASf.tt比したbのであ
両者1':r =-0.78 P<O.OIで術意の柑聞を

考実および結"N 

示した

る治ee

また'"における有意ill.!包め勺札会いη 

左前下行後 伎例変で"収舗のU換にLれている例

に必ける 5T低下は Vι でよゆ強<>見れるのにV. 

れる
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対し. ..運動自こ明つかな興需をeめる例.司おける
sτ 低下1:，aY，で掻〈現れることから 馬者に
おける ST低下の意味=異なってお旬 前者が虚

血を反映Lていると老えられるのに討し 後者草

壁運動異常に伴って起こる変化であることが示Rを

きれる 右定動脈病変例で壁収舗の保たれている

例では ST低下の局在ば明りカでないが収縮

隊蓄のある例では ST 1: aV，でよ昇し V，で低

下を示L 問機に袋混動異常に伴う変化であるζ

とが示唆.札た

左前下行筏病，.で壁収捕の保たれている例でiま

ft鋪医掌 ~l~警 2号

aV，と V‘の TESの和 1:Ccrcnary Artn;ogra 

phy Sccreとよく棺摘し!かかる症例で i三冠動尿

病変の定毎度を反映していると考え勺れた

" 
献

)) H"lIen~rg M， Bydge W R. Wisn白川，A. Geru 

εW: Circltlalion 61 : 276. 1980 

21 Sheffidd L T. Rcilman 0: Prog 臼rdiova~c Di$ 

19:33.1976 

3) Massi. B M. H。削除 r，M. Wi.n.ski J A. Go M 
GerlZ E W. H.od.noa S: Cirou1ation舗 7・7.
1983 

5 ) 虚血性4レ疾患における運動負荷後のU波変化

一体表面電位図による検討

池国こずえ・ 久保図 功・ 融問 一郎・

立木 棺・ 一.安井昭一

虚血性心疾患において 心筋虚血時に陰性U波

がしばしば出現するニとは よ〈知られている

カ引吻 その齢掘については不明な点も多い

我。は 労作狭.，をにおける湿鋤負栂後の陰性U

波につき 体表面竜也図を用いて検討した

I 対象および方注

対象"労作後.c..a28名{男"名.-;: 4名)で，
年齢は45-72鍵{平鈎四銭)であ。たむ筋.....

典型銀じ盆 心室内伝i軍隊筈を布する例"除外し

た全例に狙いて，運動負荷にて狭.，衡と

O.lmY以上の虚血盟 ST低下が出現した また，

冠動脈遺彫にて.会例で拘兎以上め器質的定後増

"確也された

体表面電{立の配織には!中日電子製 IIPM-51∞
袋置を用い山腐らに従い体表面87.~. (前胸部

59空背筋28舶の単極銭噂.，気圏を同時記録し

た 負荷後 a最大tdIc:;;:O.lmY以上の陥盤U訟が
いずれかの..'"点で観察きれた助命有牽の陰性

U濃とした また，負栃前後での各甥毒事点毎のR

"'高 I T..より 40問問後の ST電位 T波高の

変化(<1R'6$T' <1T)を求め!信佳U後との

関還を倹，守した

また，陰性u.度幽寝静と非出現震との聞で負荷
前および負街中最大の収縮期血圧 .(鎗訟につき

比彼検討した

E 結 !I! 

，，，附の P"問。ω"二徒、" treadm川による還 陰性U滋低負荷摘には盆盆例で記めなか。た

動負荷を symptom!imitedにて範行L.負荷前" 負荷後U:，28例中?例 (25%)でl陰性U援が出

よ"負荷終Tl分30秒後に体表面電位を紀録した 現した図1に運動負荷i免除性U波が出現した

l例 (5;縫鈎性}の V，め心電滋形およびU様

.山形大学医学民訴ー内将 の体表面電位図を示す 負荷依， R a度増高 ST 
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国 1 信色U議の体表面"低回

低下 T渡期前と共に。陰性U援が出現した .. 

む準"が犬と令。た時点のUi皮の体表面電位悶で

は，左前駒節 V.の位置に極小が存在し，定前胸

部から上方が貧鍋域右前胸部下方が正繍"とな

る分布を示した

以上のようにI 運動負荷俊治信U援が出現した

7例!主I いずれも左前初郎に負領波がみられ。"

も負となョた極小の位置'"例中6例で V""1 '" 

で V.の5o.上方の鋭導患であった

陰性U磁の出現と， aR'6ST.6Tの閑速に

必いてはI 陰性U波が出現した7例中 peak 6R 

が+O，5mV以上は 6例 pe~k 6 Tが+O，2mV以

上は4例であり "度高 T浪商の噌大する領"

は これらのいずれにおいても左前胸慌であ。た

ー方 6ST U:， ST低下の般大舗が 0.2回V未満

のM例中2例 0.2mV以上の14例中 S例に鎗

怪U援が出現Lた ST低下積.Is:!! 左前胸部中

心に友前胸部下方まで及んだ

陰怯U竣"出現鮮 (NU(-)， 21例}と障性u

i度出現群 (NU(+)， 1例)のl負荷前 (rUI)お

よび負荷司TIl大(，ωω の収縮問血虚 心抱散を
a・1に示す 険性U政出...容では 非出現鮮に上と
し ，..，時の血圧が有患に"'か。た(，く0.02)

4L抱訟については.前幹聞に空襲異t"めなか。た
定鋤腺遺影所見では 陰性U"出現鉾7例は

l腹痛変2例，2/.支倒変 1例 "主病変4例で

記 錫 '93 

表 l

1じ(-) ;.<U¥ -'-j 
n-~1 n=; 

"'臨r時Eι?~ "fIll rrSl "事 ;2~ i41=2品 .'iS 

..k 148':'却 169:13 ，<品目2

!Ie.:t rl!~ (/111;") rU¥ ，1 :::11 79 ':"13 .'15 

.'" 111=~3 122土 19 .'iS 

品 r山<i"".，BP..bwd ~，....." .. 
"周附， .i(l¥i/¥oor.' 
?唱じ ・n.s~， iv. l.i WO¥'. 

，，'剛山・甲山凶泌叩副主;0

~oたが，会例が。左前下行伎の高度の後窄を有

していた

皿考 案

労作袋'L.~で運動負担骨後に左前胸部の悩措U波

が出現した例では!急性虚血の表現とされるR議

培高 T峰..，簡を左前胸部に伴令ことが多〈 金

例で左前下行筏の高..'"稽を有していたこ ζから

左室前安の急性の高度の虚血を矛岨するものと考

えられた ー方!陰性U援出現鮮では負得時の血

圧が高<.血庄の上昇も陰性U権の出現の修飾国

子のーっと'-:.?ている可能性が示峻された 陰性

uutU: 虚血性4JaaEにおける4精密抱強に有用で

あるJことが循l!::<仇た

文 a院

1l Watanabe 1(: C¥inica! s;gnHkance 01山陪同制

!i>'-e U ....a.e in ~It<:!rocard岬肌 Jpn Circ J 

31: 9. 1967 

2) Lepnchkin E: Physi。同icbasis 01 tbe U wave 

1，，: Advancn畑町，""crocard闘gnphy，Vol 2. 

(Schlant RC. Hurst J W edsl. p.353-3，5. New 
'1' nrk刷凶帥 Grunt副知剛 1976

3) G叩田 川町1:Exercin ;山“ υ、uve
inversion lIS a marker山 len05isof the Ielt 

抑 leriorde1c~"dinl 町側抑制加

印刷飢剛伺 IOH.19o9
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6 ) Myocardial Squeezingを有する運動負荷心電図陽性例の検討
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冠動脹遺髭上，左前下行筏中間智容が収縮期に心

筋による内径の狭小化を生じるがI 金広穫期に"消

去する所見町ち Myocardial5quening ISQjが。

運動負荷時に心筋，.血を招来するか否かI:~聴輸が

ある 今回我々'"の臨床的意義を知るため

運動負荷.c.電図!還側負荷心筋ン Jチ 運動負荷

七プールンンチおよび心エ2 閣を錨仔して検討

しf-

I 対象と方法

対象".修正 Bruce法"によるトレヲドミル2礎

研を行い。也、電図上 O.lmV以上の虚血性 5T低

下を包め且つ選択的冠動脈遺犯にて器質的狭窄

はないが S，を有した17例平均48.6殺であ。

た 50 聡の12例に運動負荷 TI201 .(筋ン Jチ

を また3例l還動負荷4プールン><停を佐行し

た s写状中隔による"肥厚限判定を避けるため!
断層も"".ぶして心エヨー固による左重鐙使館の右

衛を後肘 L.<レ室中限厚}またはま重後重厚

llmmを趨えるものを援農厚 1+)とした

別に運動耐容能の比"を行うため冠動脈内佐

の75%以上の宥窓な器質的後殺を有l..ST低下

基調院 to.lmm、以上の虚血性 ST低下を陽性}に

よる逮働負荷心電図陽性の労作性狭.(..@(A.P.) 

22例!平均刷 9畿を対象と Lて用いた 縫針<!j!:~~

検定に11Student t-tUtまたは X司倹定を用いた

E 錨 県

5，を有する運動負街.[.電図陽性例17例を褒 3

に示す程動脈造影では，匂i の"位1':AHA分

保健衛生大学内特

額おの7ないL8香であ 9 た 収... "密売小鹿Iま

90%以上が6例。7sから鈎揺が3例.50から75%

が 8例であった 重た S，の獲さほ4.3から

37.0mlllであり 狭d度の強いむのに長いものが

多〈みうけら丸た 蓮勧負荷也、筋"チ.叫2例に

範行Lたが会側負荷後に.，電図上虚血性 5T低

下を示したにもか方わらず!負荷伎の漉流欠婦は

みられなカヲた 運動負荷心プ ル:-;.-チも徳行

Lたが!舵幽事はいずれの症例も負荷後に糟加し。

負夜前平均61.3%が負窃後平均75.7%に上昇Lた

レエコー悶にS省いて9例"左重盛鹿"が"められ

50の収縮期総4恨の強いもの範留の長いもの

にEまの.."例が多治った 50を有する還動負荷

心電図陽性解(Sq.I浮}とA.'騰とを 運動耐容

"の置カら比較検討した 年齢は商瞬間に有意差

を包めなかった 運動終了時の.(，.t色敦収縮期血
犀およぴ PRP11，いずれも S，野 (各々 平均

144'分. 187111mllι269 x 10')の方が A.'君事

(各々平均10包/分， 158mIllH8'.110XIO')に比し有

鍍に高値であ。た(各々 Pくo∞1.，くo∞s
'<0∞" 週動持続時間1:Sq. :摩では..，分で
A.P. r手の5.1分に比 L有意に畏沿った(p
く0∞5).SQ 群と A.P鮮の運動中止徴候の比
較をLたと ζゐ， Sq. I字で..日係心勉訟で運動を

終了したものが宥愈に多< (Sq. 53% V5. A.P 

o %. Pくo∞1).A.P. I写では胸衡あるい
は..血性 ST低下で選鋤を終了したものが有意に

多か句た {A.P. 86.5% V5. Sq. lZ.O%. P 

くoω11

E 考 実

ー伎には冠血混のほと人どは鉱E長期におこ旬
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νMグ負荷"担カテ テル検孟および負荷心電

，."と冠動脈i!~との間隔が."毛~?カ月と侵〈

この側の冠動腺硬化の進展の可飽怪があるとも、う

Grondinら旬ま 5q. ~省する 3 例の

心筋虚血が解消でき

ニれら 3例の病底1ま労作住

ーとであるる

患者日 ;¥tYClomy'Ic施行し

えと録音しているが

狭心信として ;:::J~ 典型的で.また 3 例とも術前に

β遅断績を'"与きれておη 餅耐の選動負向.[貫E

図の虚血栓 5T変化lは運動滋発冠動線，.刻を考

えねばな勺会い冠動総;U~上 布意な器質的徳

増が包め"れ令〈亡む躍動脈自営綱6ニよって淡('fA

e生じうるニと" ..近広〈知られるように令ヲ
たニとであ1)'~'. Sq と4筋虚血を錨ぴつけるに

は運動的建冠動隊法泊含宙定すゐ必擦があるが

この間'ml!従礎的いずれの報告でむ見過さ れてい

る点である

4代々は 運動負街によりも屯凶の虚血性 5T低

下告示した5q."17(1"1日おいC 瓦l-4レ筋虚血が

7例金例に'<0・て運

動負併.(.，':t図;ょ正常であ町!また心筋の濯浪欠舗

の~今た 3 例中 2 例は pl!."/&暑の胸衡をa覚してお
典型的公.[筋虚血が生じととはいい縫い

Sobl~ ら \'I! ， 5q. t.l.する5例中4例"ペン，
グ '1"~.C..:;t1ilの ST 低下と乳恨の産主があ。とと

Ahmadら川'.ている

包め

程動'"遺彬

l MV制時;:0.¥ S<l ue~:i"g 
事事!立程度長き怖心
"--
I .' 。。e
e

。。0
0
0

↓ 
幽帥似削る).1)'<><，，";1.1S~u...i"~..-， tt (l.: ! AHA判縫い
f%Joaω遁':'<，5.r~ "c<割"則'0で脅した
選訓 11伺.C 高，，;..+~ニよるま波うに凱~f..ぃ 1."'1""，ーとし も"'-:: 凶-z， At 温!.! ~_r，:，.，;，
。ι売を，..、と!.f-

従って収縮樹に決小.. 当ニす 50は冠循環に彫容

を11ほきないと僧じられてきたが l!;i!i:各温後"
複め発還により改めて検討しようと Lιうl漫辺にあ

品[ora陥ら川主 運動中の急筏例の例検所見

より 50が急性心筋虚血の原図であ。とと線告し

50を有する制痛症候野

7 例"運動負何.，筋ン Jチ金行い特に7S~以上

の 50 を省する 4 例中 3 例に負術後のil~欠i貨を

50が七筋虚血の略国となると鰍告Lてい

しカし彼らの緩きでuる

らず

彼告して'..るが 』札に):Jする間沼点の っとし

H時中2例sS宝の肥厚lよる一二次性 5T-T

さらにもう 一つUペー主化を考える必要があ句

て
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生じたか否かを検射した <DlZ例に運動負荷.C

筋ン〆チを縫"したが 金例に負荷後の心筋の温

i疋欠繍i主"。れなか。た 負荷量としては。ほと

んどが呂惚L狛去に速しておη 特ι冠動E宮内怠

の初%以ょの収縮期狭小化を示寸2例 {症例4. 6) 

にほ各"""113% HR ~よぴ 92% HR !で+分に運

動負荷を行ヮたが これらにおいても虚血性5T

低下を示L.:.ニにむカかおらず負向後の L筋の沼

環血損ほみられな治った <lJ運動負荷心ず→ル

，-チにおいて 正常者では負荷によヮて駆幽分

Eが増加するのに2すし A.Pでほ禄少する動こと

がー伎にいわれている 寂々は3例ニ運動負荷4

プ ル~;，-チを権行したがいずれも負荷後。駆

出分置の増加を包め 5，を有しても負荷時に t

筋虚血:三生じていないと考え勺れた ⑤ A.P 震

と還勧樹容能の比似検討をしたところ 商群とも

1負荷後の虚血性5T低下があったにもかかわら

ず。運動持続時M.運動終7時めレ舗数収白鮫

血庖およぴ PRPは いずれも句碑の方が有意

l二高値であった ① sq 鮮と A.P鮮の運動中止
徴候について後討 Lたところ A.P 併では胸痛

が."を占めたのi:':J"L. 匂影では虚血性 5T

低下を示したにも脅かわらず腕術i':1例もみら

れな泊。た以上①から<i:1:1. sqによ。て
ほ労作に包因する"筋虚血は鏑事きれ会いことを

示すものと考えられる Green$panら剛む 7例

の 5，を有する患者に運動負3奇心電図と辺動負荷

b筋:;"';"'-1-t施行C.いずれにおいてもレ筋虚血

を恩わせる所見lまなかョたと報告しI 続々の絡調5

眠術医学 41種 2号

と岡織であ。た

と二ろでs，例二おいて止 5T低下妻単によ
る運動負荷L奪回所見がLばしぼ陽性となる二と

は多〈の録音に共通して包めつれるが その成因

"何であろう治 運動負街化、電国情陽性の原因"

極々線きされており 友這盈杷軍もそのーっとい

われる Ksstisら川三 5，が特発性腔同区性火動

脈弁下携帯痘大JbN反弁膜症児"性L筋症によ
くみりれたと銀告Lているが これらはいずれも

左室盛が肥厚する疾患である 我々の検針では

sq 鮮17例中9例に しかも s，の般小化の程度
の強いもの 7例に左ま壁め肥撃が巴められた

従令て匂i を有する例の運動負街レ電周陽住所見

には 左笠智肥厚の関与している可能性が考えら

t~ :.ー
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4) Ahmad M. et al : A珊 JC~rd;ol 48: 83Z. 1981 

5J Noble 1. ~t al: Am J CardωI 37: 993. 19-;6 

61 Grondin P. el al: Ann Th町aCSuqr 24: 422 

1977 

7) Y前u~ H. el al:αrculal凋n59:938. 1979 

8】 Waters0 D. tt al : Circul，同n65:265. 198~ 

9;久悶欣ー他似医学動思彼Oe!賞受注1>.126

永多"寄宿大阪東京。 1979

10) Gr<<n叩anMι 臥 al:Calh~l~rinlion Cardio，.asc 
Diap 6:1.3.1980 

11) Koslis J B. tl al: Circulalion 59: 913. 1979 
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7) 狭心症に対する βプロッカー投与量決定のための運動負荷試験

元山幹雄ー

小野彰ー・

村山正博・

川久保

板井

労作総心症に対して交感神経β受容修道断剣

μ丸下βプロヲカ }はよい適応であるが!どこ

まで地量するか!βプロシカーの限界全とのよう

に判定するカについて，い〈つかの丞埠が提唱さ

れた怖が 臨床的に有用と恩われる.".はない

Pプロヲカ 投与量4その効泉川の問!二は値人穫が

大き〈 圏一的な投与量血中温度では豆沼投与

量の決定l孟で§ないヨ今回 トレ γ ドミル運動

負初試駿の Retrosp回 i¥"eな検討よ旬みた労作袋

.c..~震の3臨調j選択。芝造投与量の決定について迩ぺ

る

1 M 11> 

滑ー

勉・

坂本静男・

加祭紀久ー

あり 還動負荷中止."陣l孟狭心街または強い息

切れ及ぴ 1mm以上の"血注 ST下降とした

E 治 i買自得

我々は労作後七症の治摂E慨を Bruceプロト

ヨール $I~ge nを担える運動耐存能がえられるこ
とにしている StJge 11の""索消費置は 6.5

九lelSぐらいであり m~電官接 double の負僻去

に個当し 通常の日常生活が支障な〈行いうる運

動まと思われる

N 結 察

金定例のt古織か勺みた運動脅す容"の変化を図1

安定型侠{症のり昭2S~ 女;，司であり 年お分 に示す

布!日1-69視である 冠動脈;l~惨検査では 1 怯侯

.'!I.ll例 2枝疾患7例 3ば疾患10例 未施行2

例であゐ このろ句初回検査時来投袈のもの{コ

〆トロール}ほ17例でhる

E 方滋

CASE (MarQ回出)を周ぃ''"四プロト コール

による逮動負荷試験を行9た 繍iI!121A iJr;心電図

の記録"ぴに血圧制定金安勝時運動負荷中

及ぴ負r.fli9分削 l分ごとに行。た 還動負荷

伏線"役寮開始あるいは滑量後l週間以上経過し

てから行ヲた役認め方法，，'プロヲカー単鎗ま

たは多剤使用であη 多剤使用I!j3プロヲカーと

彊鶴厳鴎 lhるいは C，倍民間}の2雷併用 及

ぴFプロマカー 夏樹俊也 c， ，吉抗得lの3者自専
用である 測定指標は 運動耐容能及ぴ也、指数で

. "班活盟病院循Qお内朴

巨豆豆l~ ::I -J~1

図 1 ifllfか内みと運動樹容"の変化
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a・・"道路訴審・HLての旬開!術館法9プ
ロ.. ・ーの単畿 2者{;IO. 3者修用への福相院内

容の変更をと，た礎剤投与による濁動耐容能の

増加を包の 拾策...とする鋭棺.n金鍾える運
動耐客位がえられたもの" 対象30例のうら27例

である b の内訳;S3プo.ヵー鳳".事9例多

爾f!mtm例でhる 二のうちコシトロール検牽
の行われている，.例のコ ントロールに8ける

1101 ""例，im.(-t白書止を図2に示す
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"目

，プロ..-役与による

鋼途4崎急変化." • • 
120 

Fプo.ヵー単密実"では傘.""分以土であり
-，ち多剤使用碑で1:18例中5例f主将/分以下で

あ。た

• 
100 

8D 

"トロールのEIldpoint .(.岨訟を比絞寸ると，

，プロ，先駆鎮静多剤使.."でそれぞれ平m
1411分 1251分であり ，プロ ，， 1J-J隣魯Z撃が禽

借金宗す βプロ，ヵーの傍作狭心症に必げるま

な効果" 還動時の4吋白書まのよ昇の抑制によると

考えられ そのため運動時0'>.(.持 S史上8尽の大畠い

，プロ，ヵー単銀で'"匹がめると恩われ

玄た u・..nの到達心鎗思をみると βプ
ロ，ヵー単鎗""金側錨/分以.tであり ー方

多剤使用"では18例中5例 127.8"1合，951分以

下である βプロ 7合ー憎優による改普にも限度

があり I ある程度以k適齢川H 倒訟を抑制して

も遭動耐事艇の治加はみられず 耐作用があら

われて〈ると恩われる そのためFプロ，合-，・

.."で"剖得.nの到埠<納怠U951分以kであ

司R考v 

ものu

a・剤使用腸
3〆トロール略の到遥<，棺喜k
aらみた蘭刻."

fJ7'C.， 治-，民雄惨で1:125 -157/介。平均
141/分であり。多剤使用僻でほ 109-1421分.平

均 1251分である βプロッカー厳密書E撃で有窓に

高い Endpoint .(拾教をみた 次に"トロールO

Rプ0.'ー皐蝕醇多剤使用"での到湿<拍法
度化を園3に示す

，ヲD71J-SJ

0" 

る

到iI.(-M訟の平均ほ 各鱒それぞれ.....1で

ほ 1081分 901分 891分であη !tqf Uでは
】お/分 1061分 1051分であ旬 End pointで"

13<1分 1231分 1191分であ9たいずれもβプ

ロヲカー思鎮静 多剤使用"で有震に低〈

，プロヲカ-11.多剤使用"の簡には有:'f;l!t.!i!

Sugt Dの測jJ.(.ftI;tをみると

また

のられなか9た
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η!これ以Jヒ3プロヲカーによ り心拍訟を抑制し
ても効果、a少&いと考えられるー方多剤使用
B撃では血管"獲による減負荷作用 電勧聡への直

後作用なとが加わη そのため.(捻芸1951分以下
のものにも効調院があると恩われる

以上の Re!rospec!iveな検討よ η βプロヲ

カー投与の抱擁 ζ して Bruceプロトコール

St3ge nの到i!.c'抽象 1∞/分を.，容にβプロヲ

" u '" 

カーの増震を行い.ぞれ以上の改"，二は他剤併用

を必要とすると考えられた

支 Z院

。Pricbard8 N C: P05tind :¥Ied J 52(sup似品)
35. 1976 

2) Jackson G. et al:Br lofed 13:616.1975 

3) Pine !.I郎副 Circlll・!ion52:886. 1975 

8 ) ベータ遮断剤の評価ートレッドミル

運動負荷試験と心エコー法による検討

鈴木幸畑町

i河合忠一・1

神車啓文.，

E 巻俊一・2

野原隆司・l

門医和記"

虚血性.(峨急患者に対する.(.'!互選択佳βプロヲ

カ】の効果. トレ，ドミルテスト'il!勧負荷4

~コ 図を周いて検Zずしたので鰻告する

I 対象および方洛

'"象。ま。冠動脈血修およぴ左室温".施符した

陳l目性c，筋梗遭3例.労作性彼也、盆s例 両者金
合併するもの l例の針9例である 傘例男性で

平均年齢Itsa畿であった
方法ぽI コントロール時およぴメトプロロール

40mg 1銭服用 1時間後の."窃，，，田法による

トレヲドミルテストを行い。運動中の也、""左

daub!e pr凶 UC!.遺動車片容時間..よぴ負荷時の

ST 低下.比叙した 玄た今包s例では。仰臥，.
エルゴメーターによる多段鰐負荷も待。た

負荷は 25Wょη開始し 3分毎に 25Wずつ繍

唱し，各段階の伎鈴1分間に"座 七伯2去の調定
と.101モ】ド也、エコー図の託銀全行。た c.エ

コー図の""にあた。ては。細管浪u断層圏全併

用し.幽来る限η問-"慌における左蜜短径をと

" JJß文学医惨~.三内H ・氏医術院附寝静内科

らえるように努めた 得られた心エコー図より

左蜜鉱..末期径収繍末期径およぴ fr3ction31

，hortening (F討を算出L 逮動中のこねら絡指

慨に対するメトプロロ ルの彫響を検針した

E 結 果

1 トレッドミルテスト図1上段民 運動術

審時間の繍果告示す 図に示すごと〈 狭心痛の

出現で還動を中止した鮮でU有意の遥畏をみたが

銭4衡が生じなか.な醇では不夜で".た

図 l下段左に a愛犬負荷降の doubleproduc! 
の変化を示すが有愈の'"ヒはなカ，た 図1下

段右にl 狭心痛が健現した4例について メトプ

ロロ ル役与前後に必ける岡ー運動レベル，.. 

剤役与前のa医大"I!レペル)にて ST低下の偲lIf
を比叙するが，会例改普傾向含示した

2 温勧負荷，1):1:コ図国2上段左lま運動

に"する L拍訟の変化省;!double produc!の

変化を示す鳳丸誕織は::J;-~ロール 白丸破線

はメトプロロール役与{変である な" 有きを険

定I!p~irω t<te討を用い個々の逮動員荷レベル

で"トロ ル"とメトプロロ ル投与時をJt
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依した 七拍数および '0由 ~ IlroduCIはともに

メトプロロ ル投与後に抑E聞きれる

悶2下U1i:r!，左箆鉱張末錫径 (EDj) 右l孟左

箪収結末期復 (ESi)の運動による."ヒを示す

いずれも体表面繍で繍亙を行。た EDiについて

は "トロール時に見られた運動岬の地大傾向

がj トプロロール負荷後む包められた ES'につ

いては。コントロール時でほ還創負荷中減少

傾向を示したが。メ トプロロール負荷伎は 50W

で退に柑大した 図 2下段右は。墨勤時 FS

Clraetlonal Shor剛 in，>の町とを示す メトプロ

ロール負荷後，，， μ トロール時に1tL.F$t!低

値を示 L，また!還御負荷ゅの上昇も抑制きれ"

同1・

l' l 
A司自問{・2•• 

"ト l~! 
‘ 

旬

!10' 

M耐 -， 除・"

皿考 察

1 トレッドミル負荷テストについて 般の

βプロヲカーと周縁遠動中の doubleprod¥lclの

上昇を抑制し その結果労作性銚4嵯患者の運

動耐容時間の猛畏および"トロール時に比L，

E媛大負荷"の ST低下の改普傾向をもたらLた

ー方後L'衡が運動中に生じなかヲた野では 遵

働酎容時聞の有意な変化はなかった また運動ゅ

の pukdouble product r久間鉾ともに有笠の変

化会〈。従来の線告と 致した

2 湿働中の血行動態に"ぽす修習についτ
ー依に湿働負荷時 まず v3(11l1w 山 duw~1 およ

び volumeoverloadによる凱nusnod.の仰厳を介

して，...訟が相加し 次いで，c.-.Q樋艇の槽大によ
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句 ESi の減少がおこり。 $(rok~ volumeの噌加が

，.巳る ζの時点で:!EDiは不安であるが更

に運動を続けると Frank-St~rlin8'後序により

EDi 1.1増加し 町。kevolurntは更に楢加すると

き仇る" ニの際βプロヲカーをあらかじめ投与

してお<>，運動時のじ拍"噌加"よぴL'収縮飽

の増大が抑制され， ESi I!不変であり， E聞は早

期ょ η増大傾向を示すというa 稜々のa血性心
集恩患者における検討では コJ トロール時

E5iの謙少 EDiの増大 FSの上昇が見られた

が メトプロロール負街Il.E5i. EDiともに安

俗時よ η高値をとり。還動による EOiの崎大筒

向"コ J トロ ル時と岡''''められ!日iは

25W負荷吟 わずかに派少したが 50附負荷で

は増大傾向を示した FSむ ESiと岡惚 2SW負

図2

街で上昇 50W負荷で低下がhられた 今11。
の健常人に討するメトプロロ ル傍注による検討

では ESi !j;-呈上昇した俊下降を示し EDi 

"降続的に」ヒ昇繍向を示し また'"白羽院は経度め

よ舞金包めるとい号訓

'"刻負荷役の運動負符時間や!レ収繍縫の

動尽に関する差具については 凝網の告を与訟や礎

調!の量にむ関係するが我々の倹討における

SQW Jt 1li1l抑阻止昇 FSの低下叫す企叫

鶴虚血により..起されたとも考えられる 鎗鎗と

して。 d陸血性心疾患J患者t二h:tるメトプロロール

役与は。 ー釘"例で運動耐容時間の延長をもた勺

すが還"負荷跨血行j1J思はまに心収縮能の抑制

とそれを代償する Frank-Slading限停に支促さ

れ そのパラ Jスがくずれると L'不全. !l!: 1~心街
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'"血もおニり得る点注意が必要と考えられた

支 a院

1) Hor叩 etal:Tber山"山 frank-Surlinc

me.:huism in脚 rc....Circ R.. 31 醐

875. 1972 

2)鈍町W山刷 al:Efftc¥ 01 b.~.ad~n.riÎc block 

ft締竃掌<1巻 '"  

山 0010ft時限r川町 lunOlicnin u.rcis. 

AmJ Phy.iol 227: 839.842. 1974 

3)今.. ，まか心エコー函連銀総舗法による還動

負荷循.... 懲の解併(鯨2係): ，(.，m.選"色およ

び非選択笹ベータ速断剣.用いた検討

J Cardiograph)" 9; 757-763. 1979 

9 ) 運動負荷試験における乳酸測定

一動静脈較差，乳酸関値，畳大値についてー

山 ロ ー郎・ ，j、松栄 • 宮沢先端・

近年 Anurobicthr.shold (AT)"の臨康応用の

宅捜還とともに，運動時血中乳磁動態への閲じが高

まっているが多段階漸治負荷法におけゐ奉信的

検討は少ない 本文では表砲の脂岸壁に関する著者

らの知見を皇示する

I 対象と方途

健常成人(男8.女6.平均騎士5歳。 1騨)。

必よぴ軽症也疾患J息渚(努51.女5.SHll銭

"'手)を対象として，自動呼気分続告書 (Anima

R 15∞討による分時限努釧取量 (VQ，)連続測定

下に 仰臥位ザイクリング3分.. 橋治負荷法によ

る念大負得飢餓を隆行した右肘動脈右側骨下

旬ゆ腺から. ."，時 各負荷段階俊終15秒間"鮮

では..終段階のみ)および負荷俵3，6，10，15 

分の姥患で，各-t2 mlずつ岡崎保血し，血概乳

取舗を"務法で澗定した

E 成 踊

図 1にI影中3例の成繊を示す左2割安紗値は

等しかq たが負荷第B段階から負荷役目分まで

持続する互の動鯵脹舷釜が包められた 安静時カ

ら母犬負荷重での権移を見ると YA例で主動脈

-山影大学医学g附a眠術院検釜&

2. 0 • 

4・
2 

• 1 • 
a‘ 
2 

• 

"鍋M

Th舗 M

~~ . 

一向

山岨抽

。"“ 10 &0 100 ~・ 10 15 
柚同町一叩四， -，耐

b一一一I -町
図1 健常3例における多段階運動負荷時の
動静脈乳陵変化

値が負荷第 1段階以降 勝脈値は第2段階以降車

線地加 TK例では動脈健が安静略から，俗眼健

は第 1段階以降直線増加 AK例では静脈僧が安

併時から直線増加し 動脈舗は第1. 2段際で急

増後直線治加Lた他のII例も この3思いずれ

かに分額きれ。また直線槽加範囲の動傍脈値は
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例外な"まlま平待関係にあョた 臼 1，主片付数表

示であるが，ここでの直線は 実誌では指員自織

に付応する即も 動紗腺値ともに是大畿棄損

取量 (VQ，mu)の少な〈ともω%以上の負街鎖

負荷強度 (VQ，)に付して?賃金支関数に従ヲ

て噌加し VU，maxの50-70%のi時点で出現す

る呼吸動懸変化旬以T)に村応した特異的変化"

金〈包のられな拾った

ー方対数における平行閣候は 実Zまでの比率

がー定であることを意味する 図"丸 [1浮盆例

の負問中の働静脈傭の比紋(平行した範囲の両対

数表示}である 両者聞には identityline 

とほぼ平行した良好な直視関係が包められ

これより下肢運動。の上Rまにおける乳政除去寧が

運動強度とは無関係に約'0%でみることが知勺れ

"̂町
Vein 

M.制 >$0

8rachlal 

Sυbelavi.n 

。

• 
" 

a 

a‘ 

A
-

、2
E
》.，
.h"

・4-
E
“・4
a

"度

，.で

線} • o 
E~erel$a +周ecovery(mln) 

E酵に IjI tゐ選動負荷役の動待機乳滋櫨移
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国3t， 

傍線鑑 5.9m~/1 に相当した

考察とまとめE 

mM/1 Iま

運動に伴う血祭乳隆也の上鼻は!骨幡筋におけ

るa気佳代謝の反映で ? γド y スを惹唱する
負荷量増加に伴，て呼吸動績に変化が出現する持

乳臨ア y ドーンス開始と "するとの立場

から ATなる提念が俊明"札た“が反E省内も;.

1 )呼吸動思上の開催の省第

3)間関値の相互関係 と
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乳隊関値の有舞
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る客続性"使に闘して"..が多い著者.'.味

nmp 負荷法と 10秒毎呼気分割暗により 澗成主

SOml/min (VQ，)で測値が検出可能な ことを霞に

3分毎判断l\I~符法は不可還の鋲塗"

AT測定に"不適当と考えている

Yohられも ramp負荷時の朔園

署省らと向憾に備歓関急指移.

また2J

闘随検出におけを否定する意見はないが1 ) 2。
Icg Art・"剖Lactate(mMll) 

11事に"ける還動負荷中の動.. 腺乳隠の比絞

1。e 
“ 2 ' e 4 

国2

実証したが

国舎内在し“

2Jについては

探~の成績泊ら

包め乳段凋値の存在を否定している

3)に関しては 道働時に乳阪が費生きれず

シドーシスを生じない McArdle痢恩管でも

血決乳徴金大鐘1:，図 lのごと〈鋤傍聴ともに

負荷終了時から6分後までの回復mに観祭された
図3にll..における般大負荷時 負荷後3分

6分の動紗腺乳際平均値を示す動絡腺値の准m
"若干到なり 般大傭の時点"負荷終了後動脈

で113.3ま2.3.~腺でほ'.9ゴヒL7分であった 動 ア

E 

常人同伐の呼吸動怨変化が線皆されているh

れ勺の乳俊と呼吸働経との直緒的関還を否定する
ー

静脈段犬値， ， )の聞には

y・O.69x+O.4. r -O.!t3のa好な正綱同が包
俊大負荷i宝庫の'"躯ときれる動脈値8

と、脈般大館'"

められ



'" 託銀

見解に含ずして 来だ有効な反..がない AT !主運

動能力の指棋として畠床的にも勉カ的な筏念であ

るが 以ょのごとき現況において" 乳畿と陪徐

立した呼吸動思ょの開催として定義し 方法愉上

の精度を明示ャて用いる二とが肝要と考えられる

自覚的最大負荷管鉱験による VQ.mu澗定では。

後f身者の窓散の関与が問題となる この患を客観

的;二"倍するh ほれ阪が侵も帯用で 動脈舘7-

8111M11が母大負荷i重成の基地とされるが，手t慌

の煩音量さが普及を妨げている 4俳句著者らは。動

脈最大憶と上肢静脈費量大俗の閉じ良好な正相関関

係を包め これU還動中の動DIl.比が{定であ，

たことからも支持された 今回ta鎖骨下傍聴血に

よる検針であるが乳限除去に与る筋縄経からの

血流に乏しい浅度静脈でない阪η。ー般的な肘俗

‘E新医学 "轡 2'号
線血にも充分適用可能と考えられる 以上ょ η

運動負荷依5分の時点における上.ttitH1..血乳階'"

6 mM/1以上i主 食文負荷達成の実用的去る識であ

ると絡輸きれた

文 a院

II W“strm.n K 臥 al:)Appl Ph河崎I35: 2沼陥!
1973 

2) Yth MP.tta1:J Ap凶 Phys;olR目 pIralt← 

川ronEurc;st Physiol 55: 1178.1983 

3) 山口ー郎.他~，町医学 ，，(鍋鴎): 243 

1983 

，)山口一郎他呼吸と循lJ: 32:269.1984 

S) Hal~rg J M， tl ，I:} Appl Phy針。1R鈍'"
E，引ronExtte;st Phys凶 52:991.1982

10) トレッドミルスコアを用いた運動負荷テストにおける

血管作動性物質の分析

高瀬凡平・1 栗田 明・1 且村公生・1

菅原博子・1 よ姐昭美・l 出苔和l雄・l

荒川l 宏・1 近磁修ー・1 中村詰雄・i

細野清士・3 水野杏 ー・2

通常の運針負荷心電図の ST下，.，審議と比較し

て Hollenblorgら"によ。て提唱された"伺dmill

uerdse scort (TESIは 運動負荷政敏において

先生した毛筋虚血の'"皮をより定ま的に野倍する

ことが可能であり 冠動脈疾懇の，，，.度と良〈相

関するとされている 方，，"凪性心疾患の痢惣

先生機序において血小仮機能やプロスタグ./

デイ r系め血管作動性物質の興需が大きな関l.''i:' 

集めておりEーへ後退労作位協L症に必いても

これらの異常が4筋虚血の発生に関与するニとが

川崎術医科大学絞餌ー例併 ・2問段電車部

指術されて川、る そこで我々は!逮勘負荷時に

おけるかかる物質の奮闘と湿駒負街 TES1:.の関

係について検討を加えた

I 対 '" 
冠動脈i!J3(CAG)を持行C，主要冠動脈に有

窓の銑穆 (VD孟70引が包められた安定労作性

銑心症例".崎(CAD:36-7ヨ鬼平均制緩} 必よ

ぴ非定型的銚.t.jjlを含む健編または運動負荷陪

盤にて CAGを範行するも有意の狭穆は包められ

なかった胸痛症候幹"例 (NS:JS-63i;l平均53

縫}をH~とした CAO C写のう'"例I!.1し筋便
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"の"往.有Lていた

E 方 主告

トレ，ドミルテストの施行;二際して 削げか

gll'cerinを除〈筑後{..If剣 '(.\Tl~変化や血4 仮

機能に急;1'を11.'ますMそれのある司.01の役与を 1

週間前より中止した トレヲドミルテスト 12

lrIarqu~tte 怯思 C....SE'~ を用い ， El!estadの，.. 

"，，'に銭。て施行Lた 心電図記録(:CASE加

による12V管場と。問慢に内視された"ピふ ， 

によ。て処理.久た V..V.， aV，の31.却を各>
テージごとに CM.の双橿..導を逮穣包録 ，.

率先電 OC33Z3) 1..た局所総"1'ι随動般に

Xおザーフロ針金留軍軍定L 動曜亙倉 Hewll“
P3Ckard I制Oト，ンスヂ，-今回により 48500

型レコーダを綱ぃ連銀記録Lた その傭 PRP

(Pru，ure rale pr凶I~cl.也、拍数×収槍甥血庄 X

10勺と心巌餓索の需鎗関係を表す街様と LてI

Buckbergら・の方法"縫って求めた DPT1!TTl

をH円B“出・n山町にて針~1.. t:. 

IU法lま 岡留置針よη安続時必よぴ長大運動

負荷底f棄に 緩血による aflibct の少ないB~~

幽にて勧脈血を探取することと1..， throm凶望'"

h の安定"紺竃割 thrombouneB， (T:l:B，) prM 

tacyclinの安定"..産物 6keto PGF，. (6PGF，.) 

b.!la thromb。省。bulin(P1'G) 民霞を湖定Lた

TXB.， 6PGF，. I企i 保血後 EDTA入。伏験管6こ探

取 L遠沈分継続-zo'tに保存。RlA回 C法じて
劃定した 血小復機鍵として，1.TGを測定する

ことと し.録d包後硲脈血をEOTA，テオフィ リν

入り鉱駿留にと吻同様にi量詑 '"存flRl.o¥凶に

て湖定しと .."，主脈1181:金UV議にて測定

した

TESの算出注および studyprotocol: TES U 

CASE systemの finalIrend nponより次の式に

よη求めた

聞包， final皿 ndnPOfIの V.，aV，の 2UiIJの

J関川， d，引齢制。仰と ST拠飯町医臥"。川"のグ，フ.

約'1&に鉱大コピーし。薗織を H円811，1.digui 

記....， 

'"にて計謝し この代訟判を負荷袴聞と遠慮L

得た%圃...岡al prωICted hurl nle {:.!AX 

HRI~IHRXI∞} で2食して求めた

制御"臥信.11左 足手総殺に売fJ，てまず各窪

例の温動負梶の闘隼を決め その後30分ないしω
分以Jヒの間隔をあけて 前む9て定めた周健かそ

仇よりもやや怪い負荷にて本伏験を施符し 各パ

ラメ】タを針謝した

E 鎗 '県

まず CAO縛中の多盛岡軍司臨例に.ける TESの

也監調べると 0，12土0・3(M %SE~I. n・9)

であり. .例中7例までが TES1.0糸満であ。

たので ニこでほ TES1.0なる憶を採用し

TES 1.0以上金正智 1.0宋調を"血"として分

析を行ラた 令お 本'"命中縫い胸績にて週動負

荷を中止した症例は CADI撃に e例 NS I平に 1

例包められたがI かかる鹿例の TES鎌l丸 NS

..の l例を除さ会側負の健を呈Lた

{川 血行魁鐙の分額。NSTとCAOr容の術院
聞で CASEnIによ勾 It閣さ九た V.のST下降

(J .<<.0.0晒つをた依する~， N$ nの -0騎士
0.13 ("1土SE丸t....lじ対し CAO"::-0.52土

0.22で窪"犯のら仇なか。た また褒に示したご

と<.NS幹 CAO 鮮 のsubgroup聞で還'抱負育

時の HR，PRP. DPTνT引の変動.比依してむ"

1HZめられな治った

'Zl プロスタノイド代...血小仮雌舵および
..隊代..の分紙袋に示すように，冠鋤腺障害腹

手 TESにより分けて T:<B，の2・1JO$'企.，.
比依しても有窓の漫な包めら，もなか。た ー方

6 PGF"の還婦負傷による噌加U:.NS 院でかつ

TESii:a.oの鮮で金も大で，NS t:でかつ TES

<l.Ilの僻に比べ有.@:(P<O.05)の噌加が包め

られた また NS"で TES孟1.0の"の 6

PGF，・の増加俗 CAO t:でカ ヲ TES<1.0の鮮

の槽加噂に比べ大で~る傾向が包められた 運動

負荷により 6PGF，・の有意の噌加が包のちれた

のは NSI手の TES孟1.0の鮮の保で CAO I手の

TESii:l.Oの停でも噌加傾向が包められたが

TE5< 1.0の降ではいずれむ 6同 F..1)11加は
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運動負荷によるβ包められなか9た
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ぴ TESの値により;1TGに有意のきは包められ

なか。たが.労作特心筋虚血と;1TG政出反応ζ

の閉じ関連がなかョたとの報告"もあη.各らに

慎重な検討が必要と患われる

玄 "
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11) 冠翠縮性狭心症の運動負荷心電図所見と心拍数反応

友聞佳明・

松久茂久雄・

佐施時男・

大江 遺・

鎌倉史郎・

下村克朗・

窓辺総怯終.(，'11:(VA)の発生には!自律神径

系が関与している可舵佳が考えられている そζ

でトレァドミル運動負荷民験 (TM)による VA

の ST変化と共に。...樽器開館を..も鋭敏に反

映すると考えられている七指数の変化について倹

針を加えた

I 対自民と方法

"容を与える"剤"服用 Lていない 但し， 28

"で豆瑚霞刻またはc.箔院刻の方もし(1:' 
両者金服''''ていた 七拍数反応の正常2ν ト

U ール醇 (NC1Il)は， TMで心筋虚血陰性と判

定さ九，.CA合致。ニ"容を与える疾患まと:判決懸の

者全除タネした<0例である 吏に f到底から労作沼舎

にのみ狭心径発作があη 冠動脈遺影によ。て"

勧腺凋蛮が確包きれた労作性後七信 (EA)31例

，~象は i 心筋域死.伴わない安K予防 ST Jヒ界径 のレ拍数反応について心検討した 七筋梗喝の"

作が紀録され興盟的な''''侠ベし盆とZ診断されるか 往のあるものは除外した '"聞に性差 年齢}

または冠動腺遺g訟で冠動脈の恕舗が鉦附された 身長体重に穫は包崎会か0'ζ

VA 45測である 会例冠動脈遺鮮が施行各れて nl 1:当センタ"のプロトヨールによる逮筏多

.η βプロマカーやジギタリス"どのじ姐22U 段階負簡を周い 2 分間以上行い仰:~ sUj;!e 1 

3. 5， 7 の最大心'"訟をそれぞれの sl~ge の到

.固定摘現認調セシ，ー内特 it.(.姶設とした .(，;;:rnのも筋廃血縄住判定Ltd院



‘".記録

は ST低下!;thorizonlalまたは down.slopingI:! 

でJ点Iζて -1.0111111以上叩蜘p，na塑でJ点

から ωmsecにて-1.5mm以よ.ST Jヒ昇IU点

または[j慣にて+1.0mm以上である

E 信果

表 1に VAの TM中止理砲を各民地建毎に示

した TMにて.C筋虚血脇佳と判定された例の中

止理由はそれぞれ胸衡?例有愈なSU:化4
例呼吸歯震にて中止したが飾rlyr<<oveη 

phUfで STJじ界を示した 1例。針12例 (27"j

であ9た このうち6例が有意な ST低下. S例

が ST上昇を示した これら ST低7例の6例中

5例で"竃勘脹に;5"以ょの有意な族構を包めな

か?1~ 

表! 忘却隆積佳狭心症のトレッド‘ル渥.. 
負荷U般の中止寂

stale 1 3jsl7 T01.l1 

Chest 3 1・2 7・1
P，in (1) (1) 

0)・T8mChz制ticS 2 
2 

‘ 5T Chana:e (1) 

Target HR 1 10 

FanDsuyasponr ea ll丹-|i 
，.， 
24 

(1) 

目I: Six ./ 7 cu.. .howod .i，.I/I<OII' ST ehlnlle 
~:ST.l.渦，Iond.r;"曙・arlyr・eov..，前ω.
I 1: C .. ・w・.h5T .1.....伽

下旬らhが線告した lalfr~overy ST cbal1itが

7例(16")にJ1.られた これはー位の後生率

{4..2"いより有意に高い類度であ。た (p< 
0.00 ζの7例中"唱は，冠動脈に有"挨稽"

..められなか。た

VA鮮と NCI専の安静時および各町Eの到達

~..，訟を悶 1 に宗した安静時.C.fã散U胃腸附

に差はないが。割返~..，教は 健負荷量の $tiat

1 からすぺての $t~ge に結いて VAI事が有憲に官ま

く その差は各 sl~ge 1:おいて問程度であ。た

VA ..を 録作の領発鮮と散発勝I 亙S官僚制玄た
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図1 証書量備位狭心""例と正常対象静ω例
のトレッドミル還動負荷統験に付する
到;t.(..崎教の比叡

はC.箔統制服用の有無 有章含露鋤厳司開変の有

無左室駆也$65'‘以上と未満の2鮮にそれぞれ

分類し 割i!.(.岨訟を比駁したが釜I三包められ

な地。た

EA I撃と NCI事のひ摘訟の反応住を比べると

{図2)，安静持.t-te歓およぴ軽負寄量め制限 1
では..がなか。た しかt..S¥<lge 3. 5と負荷

量が指すにつれて EA醇では到遠心舗数ほ低〈

なり.NC I撃との釜はより大き〈なった これ

は Ellslad"の曾う EAにおける chronotropic

山 E 回 peltneeに担当する日時見であるが VAの

軽負荷ょη.c伯数反応が不良であるのとは相温が
見られた

VA'摩の各種発作.. 録法の続発率を見ると.費襲

• O. 

'~<O.M 宅F....<0.00' 

，伺t
図2
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選.('，1自訟の比微
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冷昇圧伏放i主2羽例q:4 3司(15%J.過換気飲験は

41例中l5例 13泡%にエルゴノピン傾注は'"時中

"例 (77%)であヮた TMで陽色と判断きれた

のは6例中12tl司(27%)であり。これは寒冷昇圧

鉱験より(fれているが過換気民政エルゴノピ

J傍注に比べて劣るものであった

そこで NC 鮮の n!の平均到進也、抱致か引暴

噂偏差金引いた値を正常到進七. .fa主主下級とすると.

VA 君事においてすべての SI~K~ でこの心拍数に遣

しなか9た例は"例中l5例 (33%)であった こ

れらの信例を，~白書ま反応拠常陽性鯵として これ

にむ皇室虚血暗色鮮を加えると VA 43例中236司が

TM隔憶となり その際の感受性'!51%，特異色

Iま95%となった

ま と め

l) VAにおける n!の心筋虚血陽性事!日げ%で

記録'"

あり 51低下旬でも正常冠動緑であること

が多かった

2) VAでは la!ereco"ery ST ch~nRe を示すもの

が16%見られ，これはー銃発当比率より有意・ー

多かョ"

3) VA は1Mに対する.(Aa設の反応性"負荷量

の低い段階から不良で これは発作の頻度

.，刺服用の右普冠動脈欄変の複皮左童捜

艇の程度に包容を受けなかった

.) ..血栓51.，化に泊えてむ拍数の反応性の低

さに注目すれば VAにS省ける TMの診断的

意穫は噌すと考えられた

ヌ 自民

1) 下村~.，. 他 a聖書野医学 "補 133. 1983 
2) ElIfs!~d M:StrU$ Te$l;ng. 11.131. f' A Oavis 

CιPhil山Iph;~ 1980 

12) エルゴノピン誘発狭心症発作時の左心機能指標

ー左室収縮時聞を中心にー

裕

令

彦

利

勝

世

図

原

間

前

相

片

回世芳一.， 原田道則・1

中井義成・i塩東正重量・1

森 博霊.，

思性心筋虚血時の$lIperaCllle IIh3Sfに必"る

左室4L機能全勝訴するため!エルゴノピ，，，発冠

娘細性決{'JiE発作崎の心機能指慨を検討した そ

の中でも 急性時でも簡便に用いることがで畠る

2皇室収結時間 (STI)を法目し 心保全体として

の俊能野備を行うとともに 51.の鯵断的宥周性

全検討した

.. ，唱公島赤十牢偶錠循周蕗11
・，eA大学医学~ .億三内将

I 対象および方法

後.，.盆酔 (AP，手) 8例(男 7例。女i例白平

均年齢53.7a)は Ergonovine mゆ白隠 (EM)負
荷t去の定則自民l:il~像が蔓鶴酸製.役与後に比 L.

悶%以」ヒの内陸渓移を呈した渇性例で!かつ発作

紙発防にむ電図 51変化.伴った例とした Co~十

trol I拝 (01手)10例(男3例，女7例平均年齢

54.1ia.l 1;1. 負荷後の冠勧腺遺影よ冠貌弱含犯の

ず後七症状のない例とした

冠動脈遺影にはSones法を飼いた EMは
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S..an-Can. カテーテル，.，抱厳に

倹λ留置し犀測定を行い岡崎に心音マ

イ夕食"第2働問に位置L心奮を記録した

負荷m 負荷後1分毎および車衛隊製剤投
与後に大齢嶋圧騎動.. 拠入足心音

心電図を問符配IlCた これより左.. 駆出

時縄 (ET) 前腿幽朗 (PEP)を算出した

む拍量生に よる換算式"を用い ETindu 

信者を術者で除した値.

畿計計算1:11 Stu 

倒臨

開"とも

後で有意な変化を包吟金い

induは負荷俄3分以降に短縮し。

ぞれに比し有窓に..値を示した

indu t. PEP induと問機の変化を示した
AP ..の"々の盆例についてI

負荷

API撃の PEPc.写の
PEP!ET 

負荷前PEP indu 1:'， 

M
r

・-2EI
ユ
ML

AEEV 

2
4
W
C〈

画

芝

PEP ;1¥ 

...および PEP/ETindt'Jの変化を検討し

早期に発怖がt港発きれた2例を除き
心電図 ST礎化幽現前に PEPind陥zおよ" 

'(.1l図ぴ陀p/ET;ndU 1.1;-防朗短鑓C.
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3分 、51

-2分 '.;j I 

-1分 n

。分'"
ゆく0凶..心電図上ST'lI;1乙倉'.現した樽点<.分とし丈 一炉 ~<O . l O

";p<O.OI "'，p<o師 '; p<O山 1 1開放

壁運動の陣容が，(篭図変化に先行し

5TI 11急性a血による
早期の左草壁運動障害を鋭敏に感却しているニと

を示すすなわ包 急性虚血を早期に探知するよ

でむ電沼より有用である可能性を示す

PEP 11也、収繍盛前負掃のt曾大で廻縮し

たそれらの減少包よσ後負荷の噂火で延長する

設実験でも褒It出現fまは再び延長するという V字型変化合呈

ま

ζのニとからている"しえ二

AP:孝で七電周 ST変化が出現した時点を O分

各盆例の時相をそれにあわせ!負荷前，也、

電眉変化出現4分前より 1分毎， ιレ電図変化"""

時の各指b震をその持率包毎に平均した

結集含示す

君事2にその

とL

2来4レサ僅発作初期に PEPが短織したことについて。

血圧の変動がないことから 心収縮性Mよぴ前負

樽の羽大が考えられた 平均肺動採拠入圧は

PEP変化前にすでに増大しており PEP短縮に

は七収諭性増大の周与も大きいニとを示唆してい

平均騎動依拠入庄は'l電図変化出現3分前から，

負術前に比し有意な上昇を示した

有意な変化を"めない

2分間で賞受小簡をと η

有意な短縫を示した

ET inde.' tt. 

PEP indelCは心電園出現

その他"心電図変化出現

" 
PEP!ET indelC 

その催l主L

負荷前に比L

後に比C.

は心電園出現2分mで最小偵をとり I
電図変化出現後に比し低備を示し， き性.(:初虚血持1':Iム非虚血領波の代償性局所

盤機能Jt退が生じると曾われている凶その阪序

として 非虚血領域の前負荷地太および収縮カt智

大が考え勺札るn 急性心筋虚血の初朗には PEP
寮

ても低い傾可告示 Lf.: 

考血

および PEP/ETが鎧舗ないし械少寸るといヲ著

者らの成識は 非~血領織の代自貫性機穂先過を皮

全体としての.(.，t!;健がー碍充還すること告

示唆している しカし その後は虚血による左

室収縮カの低下が前負荷増大をよ辺司心機能が

低下し PEP 必よぴ PEP!ET11短調ないし減少

するものと考えられた

映し

心機能指械と Lての STIの臨床的意義はすで

に廼立されている しかも STIは鑓時間の血行

動懸変化をみる上で 全体とLての〈彼自包含E宇宙

するのに非常に有用である

a民文

W~is， l.r '" ~[畑町四時白川町 Grunビ

&. Strallon. New York. 197~ 

"怯J~裕実ほか白本館林 41: 336. 1983. 

3) ~li l1tr ~I ~1. et ~l: Eur J Ca.d;QJ 10: i. 1979 

4) K~rb~rRE.eI3l: C九πul>ticn 54，925. 1976 

11 

著者らの成績では. E:'1で続発された冠雪陸続性

狭心症佳作時の STIは2個性の変化を示した

PEP jjよと， PEP!ETは健作初期には

"電図 ST変化に先行して，短縮&いし減少し。

その後 再羽度延長ないし糟大するζとが判明した

松尾ら勺ま. EMで"鐙された冠，.縮性線化、信

発作時の左室"運動を也、エコー図にて検討してい

それによると墜運動興需は心篭図変化出現よ

りも先行することを被告している 犬の冠動脈絡

すなわも，

る
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13) 陳旧性心筋梗塞の運動による心室性不整脈について

久

土

魁

良

正
直

野

草

近

中

山門 髄・

西村泰牽・

竹沢英郎・

a血栓も疾患における運動による不整脈の臨床
釣窓襲については。まだ不明の点が多い今回

事実々 は，隊IB佳心筋健省守者のトレヲドミル運動

負荷依験での不整脈幽視について 限血的方法と

の比敏を中川Lに後討した

1 対象及ぴ方法

発生後】カ月以上経過しトレヲドミル運動負荷

飲験，観血的方法(左室遺~，冠動脈逮鯵)を絡

行し得た膿悶往'L‘筋梗5146例(男13.例I 女12
例}で.年齢lol29-70a{平均陪3践}である

トレヲドミル還勧負荷I式。阪線の釦<"自覚的

"大法としたが"'"な不整脈B 収泊賜血圧

250mmHg以上 初四回目a以上の血圧低下でも中

止Lた 冠動脈造彫ょ η 主要荷動脈の'"‘以上

の袋穆を有憲としてー技術#c俸と多筏痢".写tニ

分け友也、ヵテーテル送量;より 左室位複線

EE (LVEDP) 提出撃 {EFJを求めるとともに
周所繁運動を nonnaLreduced， none. dyskinesis 

anturysmに分観した 以上の方法により，遷闘

による不整腺と制忠的方法による所見と を対比寄

せ検肘した

E 信果

( 1 ) 不劃腺の出現鋪度及び出現時刻(図1)

よ盆性不髭腺lま'"例中お例(17%)にみられ

金例が散発性であった 心室性繍外収縮 (VPC)

は'"例"'''例 (28%)にみられた このうも

組。nofo日 1VPCが"例と大半を占め multilocal 

VPC Iま2例であった mo加~副 VPC 3S例中に

.三.大学医学節銃一内特

増図岳ー・

東山 領・

1例 palrωV陀を毘めた(図 1左>.VPCの出

現時期をみると."例中9例 (22%)が還胸中

"例 (59%)が遷働後にみられ 8例 (20%)は

運動中及ぴ還動後にみられた このように VPC

t久運動拠了後多多をする傾向を包めた"'''右)

(2) sγ変化と VPC (図2J

5T変化の包めない鮮では33例中12例{お%).

5Tよ昇酵では56例中!6例 (52%)，ST低下群で

は“例中12例 (27%)，Sτ 上昇と低下鮮では19

例'"1例 (5%)に君臨動による VPCが'"めら

れたが退働による 5T変化と VPCの聞には

有憲の関係は包められな坊った

(3)復書留'"電動脈病"'...左心憎舵と

VPCとの悶係個3) 

前箆筏..では..例中"例 (33%)，1'"壁使..で

はs!例中11例 (22%)に選闘による不.，脈の也

裁がみられたが有窓の差"包められなかった

冠動脈病変教とのr.係では， 筏病変で76例中26
例 (33%) 多筏病変では"例中15例包2%)と

有意な差は包めなか9 た{図3上) 左心機能と

の関係をみると!退勧による VPCの出現砕(+)

非出現僻(ー)の友重駆幽寧 (EF)は各々平均

0.52. 0.51， ~室鉱犠末期底 (LVEDP) は各々平

均!Sm回Hg.13mmHgといずれも問解に有滞在な

差を包めなか。た このように運動による VPC

の出現I丸便露邸位置動，，.術後訟とは査機関係

Lな靖、9 た

(4) 左室用滑異常温幽と VPC(図4) 

normal. reduced "では29例""例 (21%)

nonc鮮では78例中29例 (37%)，dyskinesis 鉾で

は'"暗中"町 09%>.aneurYSffi I平で1:1.18例中9

例 (50%)に運動による VPCが認められI
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~n，urysm を有する盆例に高限度に VPC の幽'"

が'''''られた

E 考務

<筋虚血により不塁線が錦発きれやすいニと"
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よく知られている 殺々の検併でUZ! 退勧による

V陀は ST奮fι 涯動燃病変数によ句"響を号
けず...血により VPCが続発されるとは考えに

くい成績であョた 文献釣にも 虚血とは繁関係

とする報告がみられる VPC也現詳と非幽現酵

を比較すると EF.LVEDPには霊がなく 還動

による VPC!:.心健舵に直接関係 しないよ ろで

あ。たが. aneurysmを有する"例18例中"唱に

VPCの幽現がみられた 以上の加〈今固め成績

"斬医司~' 41J! ' 2 -!t

では，還動による心室色不整保lま高度局所挺運動

異常lζ関係するものと考えられたが今後更に多

〈の握例 l二ついて検肘する必:.~がある

文献
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2) Weintr OA. et lIJ:A皿 JC，rdiol 53: 1553 
1984 
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14) 特発性心室頻拍症における運動負荷試験の有用性
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I 目 e~ 

明らかな基礎也、疾患を有しない，(.，~矧狛('l..i:

性期外収縮 (PVC)の。3i重綬以よ VT)の機R鮮

や鴎際的意義については不明な点が多い 倍近

ホルター心電図 電気生理学的候変などの新しい

検査方法の湾入により 個々の知見が得られつつ

ある VT例の運動負荷に対する反応に閉する報

告は少な〈 本症における運魁負街総験の"断

絵師長上の鴛授も明らかでない 著者らは VTを

有する患者のトνヲドミルテストによる退命負荷

に付する反応と そのかルター心電図"'見とを比

較し 若干の知見を"たので報告する

E 対象と方法

む電図 ホルター也、>t閣で VTが鯵断きれ，

腕節写真や超音被倹受により明らかな""心疾患

.東京女子医特大学日湾:..C.RiIll座.究所

が否定きれたlS例を対象どした なお1∞位以上

達線する VTをsustained-VT (sus-VT) また

3 -9~抱連続にとどまる VT を nonsustain ed -VT

印刷sus-VTIと定義し sus-VTの既応を衡する

例を sus-VT瀞役者のh有する例 ..  刷 sus.

VT'寧とした S凶ーVT"-1: 5例で 平均年前幻

飽 05-42)で男性3例。女性2例で.った

nonsus-VT 訴は10例でi 平均年齢切餓 (37-65)

で男性4例。女性6例であ。た

運動負荷政敏lまI マルケト社S慢の Tre3dmillシ

ステムを周いた 安鯵時3分聞の包録を行い。

VT出裂がないζとを糧包したうえで Shdfield 

prot旬。lで負街を開錯した 1分毎に心狛散を"

錯し 3分毎に血庄を澗定した 負荷終7患は。

下校後労か目録也、納訟に返した地念。運動負荷中

に VTが出現 Lsus-VTとなヮた場合。負荷と

ともに閑附¥15-VTの矧俊が会智大Lた治会。 3日よ

ぴ高度の動停やたも〈らみなどの臨床a状が出現
した鳩合とした VT が生じても値目~Iltf.ゃ血I'E
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の低下などが生じない渇合iA盆状の出現に注意

しつつ 繍固に血圧を制定しながら下散家労また

は目標心拍ヨままでの負荷を継摸した

回結 果

1. :t-ルタ 心電図所見(褒 1) 

表 1
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sus-VT 障のうち症例】 2. 3では ホル

タ "電包でほ ?VC1:::1l!.められず。これ勺盆例

の sus-VT 1:::動惇発作のために受診した際の.(.

電図で磁包された 症例 4，Sで1:::，PVCの多

発が臨められ， ニ札はi畠需の心電図でも"録L得

た sus-VT Iまボルタ-'l.，j[図で291された

nonsus-VTI写でほ金例で PVC，VTが認のられ

たが. nonsus-VT 1': 1園だけ記録§九た例から，

凋闘に出現が"銀各れた例まで，その繍度lま症例

毎に総々であった VTの領発する信例14.15で

は， nonsus-VTに対する薬物治療が困難で。 .. 

皮心不全状患にあった

2 逼抱負荷肱験(褒2) 

別 S・VTr孝の寵例1. 2.3.4では自傑，.摘

Zままでの負荷が宵騰で。 ζの問 'VCも VTも

みられなかった しかし復例sでは。負荷7分1
.，.拍紋59/分の吟点で."摘録l民ノ分の s町一VTが

出現し 動停を訴えた この附後で血圧は

12811~mmHg で有1まな変動を認め生かった 本宅

例のホルタ-.，電図で"録.れた sus-VT ，! 

c".~ 
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一附 ! VT(阿
I VT(l-g) I "，. VT(刊ト}

.，拍数180/分で184;8で自然停止Lたが ζの運

動負荷後』ニ生じた sus-VTは3時間待捜し自候

に停止した

nonsus-"'T詳における連動負，.守政設に付する

反応(.!惚々 であヲた 盆例14.15を徐， ".例で

" 下底疲労またはE隠し4白2ままでの負荷が施行
し得た 症例。 1では 負荷中釘よぴ後に Y1

"生じ会かった 盆例 8. 9ではi 負荷前ょ η

'YCの散発をみていたが これ"いず仇むむ摘

訟が上昇した時点で消失し 負荷後包iMMIこ樗ぴ

'YCが出現するとともに""貧富U$-VTの散発がみ

られた護側10では SI;t8C4で PVC.nonsus 

YTの散命がみられたが臨床復仇血圧の低下

などがみられなかったたの負荷を継続したところ

拷ぴ縄問律に民，た 盆例11.12では S13ge 5 

で PVC.nons凶 VTの散発が生じたが臨床袋

状 血リ庄変動が"め勺仇ず 目仰心拍Zままで負荷

が縫符"早た 回復期にも PVCの倣告が生じ

症例12では問nSU5-VTもみ勺れた 症例13で"

s!;tge 5より VTの散発がぬられはじめ 1分間

に 3-' 固と矧，.が増したたのに $Cl~e 5で心信

抵15i/分で負宵全中止Lた 終了後2分間"
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的 nsus・¥'1の歓舞がみられI その後も pvcの散

発(I分間・:10-16僧}がみられた寄例14では1

stage 4 開始後初分より non~凶-¥'1が散発す

ゐようになり 底切れを僻えたためにや止した

秘了後にも11後に 2聞 nons凶 V1がみられた

信例15では 開始前に PVCの散発がみられてお

り.負街防始4分で nons¥ls-V1が散発し 強い

動停を訴えたので中止Lた その後1:PVCのみ

であヲた

W 考 ，. 

明らかな基礎.，疾患を有しない符発性心室朔拍

に関しては。線開'"来だ明らかでないが。ホル

タ-.，し電因。臨床電気生理隼的検釜などの普及に

より その惨断指容に閲して多〈の繍究がなさ

れつつある附 しかし運動負荷依験に附しての綴

告は未だ少ない

還動負荷航海突による V1"罪率11. $¥ls_VT鮮

でほ 5例中 l例 (20%)で，nOM¥ls-VT I手では

10例中 8例 (80%)であ。た sus-VT群では

V1をホルター也、電闘でとらえることむ隠し〈。

ζのよ号に還動負荷銃験でも生じ飽い我々は

sus-VT における電気生理学的依験には高い偶発

寧があることを線告して Sた，..sus-VTの評価に

1: ，ホルター心電図や還動負荷lt...st.l:比較して，

電気生理学的飲駿が有"なものと考えら札る

的問us-VTに関しては運動負荷S実験の ¥'1ß~ 

&経医学“警 2号

寧1:~毎<，またホルタ ，('10': !mでも会例 ¥'1が
臨められており 両被変lまnonsus-VTに対Lて

..康的に省属性が高いことが示唆される 令お

nonsus-VTに.ける臨床電気生理学的検牽では

V1 銭安寧は低〈 その有用色にほ震界があると

考えられる

ホルタ 心電図による分析でも V1の出現に

"大§告白内. 8を夜勤が包められ， V1の鎗現

には肉像的I 澗締約ストレス。自，.神経ホル号ン

など多〈の因子が関与していると考えられられる

従ヲて運動負荷伏験を野価するにあた，てほ 再

現性に閲して大きな問題が残寄れていると考えら

れる 再現住が乏しいとの報告もあり!湾現性に

闘しては今後+分な検討が必要と考えられる

文 鰍

1) 1B<þ悦子釜貨安大西宮他 Sus~ined

ventricular出 hycardiasよぴ側副知suined
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外収組の分初心電図 3:584.1983.

2) Kuanuki H. Ohnishi S， Hirou¥IIa K: Availa 

bility 01 e凶ltctrophy円喝siolog;cωalapproach 旬 t曲.，
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統一テーマ 「抗狭心症車評価における運動負荷試験的意義」

1) エルゴメーター負荷試験による抗狭心症薬の

血行動態的薬効評価

斉藤世弘・ 宇高養失・ 稲垣義明・

後心症の治療認といて!現在広〈用いられてい

る碕磁碕.c.箔Ltillおよびp-遮断衡の温勤負荷
持血符蛸患に及ぼす彫容について検討した

I 対象と芳洛

対象11.冠動脈違憲3にて主要冠動級に15%以ょ

の後帯性病変を信包しえた冠動保疾患45例である

このうち34例に硫酸誠でみる nit~oglデ cerin O.3mg 

>舌下使用 6例に c，諸抗夜である nifedipine

のカプセルを tutLてその内容物iOmgをき下使

用 5例に β 遮断確である propranclal含 1日

30mg分3じて 1週間経ロ使用した

還動官、栂I!定量負荷.，臥位自・:;~巨 ergome!u f" 

周い，l.OW!kllより伺始 4分ごとに O.25W/kll

ずつ地量する多段賂負荷}去を行い 礎物使用簡の

自覚的忠夫まで行うことを原日!とした しかし

O.2mV以上の虚血性 ST低下重篤会不瞥腺の

出現 250!130m瓜H，以ょの血圧」ヒ界Mよぴ収沼

期血圧の進行性抵下などの包められた治会には中

止した 還動負荷鉱駿は 30分周の安鯵臥低をと

らせた俊民 礎物を使周しない状鱈で1回目を行

い その後負荷前とほぼ阿じ状墜にbど。た時

点で菰物を使綱し 効果がほぼ安定した時点で"

2固自の負符試験を前固と同ー負荷量で行。た

すなわち nl(ra以yterin使用停で110.3mg音下

使用s分後H 則，.山plne使用務では IOmg舌下20
分後" prapunolol使用撲は 1日3Oml[ 1還問内

服伎に 附固と金〈同一置の負街玖殺を行った

血仔動態的指慌として 血U厄 <抱怨<相自

録。左議採血分橿在室鉱狼末朗容最および筋動

脈圧を周ぃ。 ζれらを運動負街附中 後で岡崎

. ..大学医学郎部三内科

測定した心抽出盆11色芳希釈法左室駆自分薗

l傘"・Tc20mCi f: JIlいた MUGAi盆いて求めた
左"""議未納容量111固抱也.>左室認出分画で

除して求めた 側動脈庄は Swan-Ganzカテーテ

ルにより直接調定した なB運動負荷時間Iま僅例

によ町 4分 8分 12分と異なっているたの 運

動負荷時の凪符働E貫録脳には各"..の仰~k exer 

C四時の値を用いた 重た すでに統狭心徒認を

俊F脅している復例で己 運動負荷紋殺の 1週間前

より中止し 爆剤の修容を除いて負荷紙駿を行ヲ

た

E 鎗 果

今箇用いた冠勧服袋患盆例日紙袋心盆衡を使周

せず 運動負荷紋験をff。た聞の血行動態の変化

についてまとめた(褒()

褒 1 I"'sk u~rc;se 時の血行動態変化

α!割

'1'1 ・
"叫同心In:l:.Cl岬:1:.$1:1酬畠肱
TP!I 盆.rnlli札 EF':ti車司山且分測
ED¥1: 1i:'i医師調臨時!A:I:.RPR 山川町ep.-odu' 
"崎倫徹.

選動により血圧..(.，mtt. .(.，係... ，固伯尚係
訟は上昇し}金末梢低抗"怪下した また左室'"

出分置は低下I 左室位獲末期容量係Zまおよび柿動

総庄は上昇した

次いで!上記3術の安録時および連動時血行動

銀に及ぼ寸彫容について検討した{褒21

安紗時の収諸問血圧は制ro~hterin. nifedi 

pint. propra問 dいずれb使用前。こ比し 使用
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後で低下した "張問血圧11nif~dîpine で使用後

に低下Lたが nitroglyeerinとpropranoω では

便局前後で不変であった pt:ak uercise時にお

ける収....血圧は nifedipineとpropranololでは

使用後に低下したが，山句Iycerinで日使用前後

で不"であった 鉱程度問血圧1;1nifedipineで・2使

用後に低下したが，他の2剰では使用前後で不変

であラた 安勝時の心拍訟は aトtroglyc~rin で"

使用前に比し使用後で治加したが proprano!ol

では球少. nifedトp.neでは不変であった "... 

uerClse防 における.，他訟は nitroglycerinと

niredipineでほ使用前に比し使厩後で治加したが!

" " • 一同町 一
一 同 1・，，同 a

一一

最策医学 41巻 2号

prop同 0101でほ浪少Lた 従勺て peakuerci.c 
時に白ける聞eprusne product I! nitroglvcerin 

とnifedipineでは使用前に比し使用後で増加した

が propr凱0101では派少 Lた また安鯵時の心
係数1:1:nItr句lycerinとpropranolnlで" .使用前

に比L 使"，.で根少したカ nifedi別"では2・
加した peak uercise吟におけるべし係数1'::nife 

dipineで国使用前に比し使用後で憎""たが""

pr3nololでは減少 nitroglycerinでは不変であっ

た そこで 1図裕也係書家をみた 安野時の，.，抱

出係君主は"俳句lycerinで"使用前に比し使用後

で減少則fedipineでは嶋加 propranololでは不

安であった pcak uerciae時に必ける 1箇他出

係:i1: nitroglycerinでほ使用前に比し使用後で

援少傾向 nifedipi問と propranollllでほ槽加し

た さらに安紗降の金家例?底抗1:1nifedipineで

は使用前に比し使用後で減少 propranolol I孟地

加 nitroglycerinでは不安であ。た また".. k 

uerc!st時に必ける金末梢E底抗11nifedipineでは

使周前に比し使屑後で減少 propranololでは噌

加 nittoglycerinでは不安であ。た

次いで左盆駆出分画について調べた(褒2 園

川 安静時の左重量駆出分(Ij11 nitroglyceri固と

nifedipineでは使用前に比し使用後で増加 "" 

prano叫では事長少した peak uereise時 h お"
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る2皇室躯品分萄 ;:nitrQgly(erinとnif(dipineで

"捜月目前に比し使用後で地加 propranololでな

減少Lた また'"五拡張末期容量係数含みると

安静待では叫rogl)'cerinで使用前に比し使扇後

で減少俳句unololで陪増加。 nif，吋 'pmeでは不

否定であ。た peak ~~町(，se 時に釘け"左怠拡慢

末期容量係設linItro凶ycennと nifedipineでま使

用前に比し使用後で減少 propranololでは羽加

した

何・同..剛院“情 ....叩...叩同

次に脈動脈圧についてみた(袋2.図2) 安

鯵時の櫛動脈庄は 百lげ。o1ycerinでは使用前に比

L使用慢で収縮湖底および鉱狼綱匡ともに低下し

たが nifedipineと '"けpnnololでは不愛であ9

た peakuercise時における腕動脈圧1:nitro 

gly(~rin と nif“'pme では使用後で収鎗綱墨 鉱

張矧圧 とむに低下したが propran。ωでは不安

であった

次いで。今回対象とした冠動脈疾患を運動負荷

陥佐野と障佐野に分け運動負荷時血行動思に及

ぼす叫問削ycennの効暴の差異について検討し

た(図3l

商聡いず仇に必いても peakuerdse防の釦尼

.，総数 rate pre鍋 IIrfprOOIlCt 心係数 I罰抱

t担保3友 会末筒抱況は nilroglycerin使用前後で

.. 

" • 
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関3 nitn>s!rc釘h舌下健m前後の pnk
uerdu lItの在室犯幽分11EF (上段}
およぴ左室鉱'"衆剛容震係数 EDVl
{下E船の変化運動負宵向性O(左J
と運動負荷隣住E引右)の比鮫

.. 
===12l倫. =zzm-s 

-"<醐-.・叩

.' 一 酬・. 一 山

図2 椛俊弘 Æ"使m~伎の関3~ t~erdu 時の怖動脈庄の変化
::S::n;'時制収肝同信下使用"中"“'p.n.雪下倹m時省 w・P向。例経ロ.用崎
，..駒勘繰叙網棚座 '"衝動機舷告白剛a
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釜S誌を'"めなか勺たがI 左震駆出分置についてみ

ると}運動tよる低下度が負荷陰性碑に比し慢性

鮮で大き<. nitrogl;'εermによる改善皮も大で

あ9た 三た還勘による左室"張末期容量保Z誌の

相加茂も。負荷険性欝に比し婚色鮮で大きく l

nitroo1ycerinによるE文書股も大であった

さらに!運動による腕動静庄の上昇皮1:'，負荷

陰t業務に比し陪盤解で大さ<.nitroglycerinによ

る改磐度も大であった{図4l すなわち.pea~ 

exercIse 島幸の血行動鯉に及ぽす訓troslyceri自の

彫容はI 負荷陽性鮮に強〈現われていた

..-，川町叩刷側岬M
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.附句"・

niLrog:、'cerm使用前後め..，.
u.rC1U時の島市動脈限の変化

運動負荷崎俊'"右)と
連拘負荷陰性'"右Jの比較

-

山

.，駒勘繰圧 "m髄"眼平均血堕

般家持層掌 .，経 2号

E 考婁およびまとめ

冠動脈疾患"例に対する叫ro/;l)'cerin. niledi-

P川ne，pr句Tanolロlの血行動態的薬効を欲肘した

その結果 peak e xercis沈降には n1tro~山 cerm で

\! ~駐日用前ι比し使用後において友重末期容量係数

およぴ隣齢脈位袈期医が減少i 左室駆H担分薗が増

加した 縫って 貧季限系の鉱張による前負荷減少

が nilroglyceTinの主な血行魁態的特富密であるa

さらに. nitroglycerinの血行動想的効果"負荷陽

性鮮に"いて姐〈現れた nifedipineでは収焔期

血医およぴ全米梢割底抗が減少，左室駆出分画。也、

係象 1自給幽係"が地加した すなわち3転倒胸

腺の鉱張による後負荷の減少叫が nifed叩...の

主会血行動態的特憶と思われる また。 propra

110101でほ収繍賜血底 .C:拍n.rale pre町."
prodUCI. -1.:.係数"よ""-室駆出分衝が減少左

室鉱張家朗容量係数が噌加した す>j;ht，

propra問。1はむ復位を抑えることによ9て .L' 

筋."，前安量を誠少させているものと恩われるh

以上より.銑.. 七'"襲の渠効評価にあたラて"

自覚復 nitroglycerinの使用量，運動負荷による

ST.Tの'"化!および運動耐容時飼などに対する

効果に加えて。それぞれの礎剤の安鯵時必よぴ運

動負荷時血行動態に及ほす影響舎も考慮すべきら

のと恩bれる

文 献

"手商震央 斉E議後弘縞沼健明他虚血性L
疾患に対する"'町唱"伺「聞の運動負荷時血行
勧哩におよ印す修響 e;r，際部理 14(1):17 
1983 
"描村保安 斉麗?を!1.稲垣施明他 c，箔抗m
の高血圧使に討する血行動想的際銑I'-D;I';....m

僻;tと nil叫pme舌下使用一陣6緊張哩"
387. 1980 
3) Abnll¥s J ; l'iitroglycerin and !ong.lasLing n;. 
trates ;1¥ clinical praclice. Am J Med 7・
"叩外):85.1983 
4) Conti R. Hill ) A. Feld悶anR L. .1 ~ I : Comp;lri 
Son 01 開ifedipiMand削1<316;Clinical and 
angiographic stud凪 I~: Pen~ctives 附句r

die，'ascular research (<<1， b)" I¥m A MI ):札269
R，ven Pr目 s.N ~，，' York. 1984 
5) VaLner SF叫 H鳩山 TH陥 cTani'lI1of酬
5cncc悶 of!ar~惚 toron~ry anげ;ubyβ “rtnulI'ic r.O(plor h!叫叫印、 Re. 53 
389. 1983 
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2 ) 運動誘発狭心発作時の心血行動態に及ぽす豆硝酸薬の影響

直川 組・ 機国充弘・ 宮原隆志・

上原 晋・ 胡 ，j、普・ 高木珪人・
野 田 省二・ 岩瀬正嗣・ 小出 E 文・

都築雅人・ 外畑

"硫酸需の銃決心盆作用を，，，.する目的で

1銅潤rbidedinitnteの生体内活性fI::.ii世物焔でhる

isosorbide-5-mononitrate {5-15M附安単図鑑口

役与し 遷動総発狭，(発作跨の心血行動忽に及tま

す 5.ISMNの効果を検討した

I 対象および方滋

対象" 安定した労"侠.c'-iif.'患者11例である

隼齢は38-tilil(平均同".) 男性10例女性l

例であη うも3例は.，鶴1("の既往を有した

5-1SMN役与閉じ "トロールと Lて 中待度の

胸痛を終空とする運動試験を実泊した 運動絞殺

には 25Wょη悶絶し 3分毎におもVずつ堵呈す

る仰臥位省経..ergom猷"運動 (BEX)欽験を用

いた コJ トロール試験終γ像。 5-ISMN20m~ 
を単園経ロ投与しI その2時間後に岡-BEX 試

験を再度範行した ニの週動試験の基動終船主2

J トロール運動脈駿と同じ運動時間とした BEX 

伏線中多~iIJ，c.電圃 (CM5. CC5， Fnnk X.Y.Z 

鶴湾}会記録するとともに， M-mod~ 心~コー法

による怠房径左窪径計測および鶴血的な.(;、血

行動惣術樋として機骨動脈鹿 SwaD'C訓Zカ

デーテルによる飾動根拠入庄 (PCWP) 然希釈

法による心係数 (CJ) 持続的局所~希釈詮によ

る程修服澗血這量 iCSF)~よ "大心"様lIr.i定量

(GCVF)の測定金鍾略的に行。た CIおよび

CSF， GCVFの計調に" 解析可能な安定した然

希釈a線のみを廓いた 心電図 ST低下は j成よ

. .宙峰夫学an構内特

巌-

η80.鍵e車で計調L 各銭湯のうち念大虚血性

ST 低下値で裂した 5.[$MN投与後の BEX銃殺

終了後に冠動脈および左重退影を引き篠島行った

E 鑓 泉

( 1 )環勘銃発 ST低下に及Ifす 5-ISMNの

剣果

還動による ST低下分 (peak還動値一安静僅}

は"トロ ルでは 0.1;土O.04mVであったの

に対し 5-1SMN投与俊民ば 0.05土O.02mVであ

句.ST低下分は本凝投与後有意に埠少した(p

<0∞日 運動終点ば 5-ISMN投与前でほ全判
で中寄与度の絢街であ。たのI.:t.j'し 5-ISMN投与

後では5例でのみ胸痛であり 胸痛の程度も権兵

していた

(2) 心血行動峨に"1ます S-ISMNの効果

図 1に!安修時 peak運動岬の也、拍量的問

収縮期血圧 (5BP).鉱張問血圧 (OBP).CI 

'"悶ure-r3te-prt刈uct(PRP)および盆末嫡血管
到底抗 (SVR)に及ぼす S-ISMNの効果告示した

コνトロールに比べ S守15MN役与後 58? DB? 

は安静時にはふれぞれ有意 (58?:P <0∞1 
D8P: P <0.051に低下したが peak運動時には

有東な変化を示さなか。た コJ トロールに比ぺ

5.ISMN投与像 IIR. CI. PRP. SVR [ま安鯵時

peak 謹働時ともに有愈な変化を示き舎か。た

図 21:，PCW?とー固也、仕事保歓 (SW])のr.
係から表した心健館情織の運動による推移告示し

た 5-15MN役与後 peak運動時に胸舗の出現

しなか，た6例をA鮮にゆ経域したものの胸痛の
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図2 .(..嶋飽陶線への 5.ISMNの効果

出現したs例をB'手に分げ 4機能曲線を対比検
討した コシトロールでt玄関群ともに，.倹能"'.. 

は右上方に偏位したのに対し ら15M川役与後

'̂手で1:1PCWPが程度に増加し SWIが有意

刊く。∞5lに槽加したために心機能幽線"上方

へ守i峻に偏位した ー方。 B鮮ではコ νト包ール

によヒベ PCWPの増加が有愈 (II<Q，05)に減少

Lたものの SWlには有意な変化がなく。 S-ISMN

捻与後もコントロールと問織に心線使幽線信右上

.続医学"巻 2号

フヲヘ鏑位した

CSF Jるよぴ GCVF1主 連船中の斜希釈臨織が

安定した4例のみで検針可能であ?た これりの

値は安鯵時""運動時ともに"トロール

に比ぺ 5・[SMN投与後民有愈な変化を示さな

かヲた

(3l 左室望書繍 (LAV)および定重鉱強末期容

積 (LVEOV)変化巳"ぽすふISMNの

効県

岡 3に M-mode心エヨ 悶より縛られた

LAV， LVEDVの震化を示Lた 5-ISMN投与に

より安静時 "..還勤時の LAVは有意(とも

に'<0∞1lに滅少した LVEDVもらISMN
役与後。安静時 peak温勤時ともに有窓 {とも

にPく:0.05)な減少を示した
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，.， 左月号容積 (LAV) 友重鉱彊五反則容積
(LVEDV)に及惚す 5-1SMNの効祭

E 考縫

多段階還動試駿に必いてや等度の胸痛で通勤を

侵7きせたとSの運動符綬時間および'，(.，-.r;図変化

は 労作狭心"-患者の，(.予鋼能のみならず統狭心

鑑識の擁効金野価する上で有用な臨際的指様であ

る ーらに運動に対する.(，[血行動思応答を組み合

わせ検討することにより 筑後七窪蕗の..効判定

以外にその作用機序についてもある程度維測する

ことがでさる 本研究に島いて。亙硝隊司露である

5-[制 Nを単園経ロ投与し，その前後で笑錯した

伺ー方法.同一同運動待続時聞の BEX賦織では。

S-ISMN役与附によとべ役与後に胸衡の消失および

心電図虚血栓ST低下の程度の荷量な改嘗がみら

れ。 5-1SMNによる運動尉容能の湖加が示峻され



(1舎沼6，2)

た 5- 1S~IS 役与前後で安静揖および puk 還勤

時の心血行動!lJI指慨を比依すると。Pc¥VPの
有意な宏下および L.-¥.V. L VEDVの脊意な減少

がm られた 4筋政景採取量を反換するとさ九る

PR?や，電血流量 (C5F，GCVF)には有意な変

化はな<. 5-1SM:-lの祝決心佳作用の主要(!j，左前

負荷軽援による心筋滋驚2奇襲の減少にあると考え

ら九た網"

館 3査

安定した労作袋4症患者11例を.t.t~とし I 亙碕

'"臨 (5-[$MN)単園経口投与析に申告帯皮の絢痛
を運動終点とする仰臥位 BEX絞殺を。役与f去に

コd トロ ルと開 運動時間を鋳煮とする BEX

伏線を緒行し $-I$MNのは狭心症作用を険射し

た

(I) 5-ISMN投与後 U例中10例で開抗運動

時の也、電図虚血栓 ST低下の改替がみられた

(Z) S-lS~附役与後lua投与前に.tt:L. PCWp， 
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LA¥'およびl.VED¥':!安静坊にすでに有意

に低温を示L.. p障政運動"にもみの増大が

抑制さ先た

(3) 5-1SMNG与後 SBP， DBPは安谷崎に有

意i低下Lたが. ，陪.k運動時には有:i:!iを
示さ告かった

(4) HR. CI. PRP， SVR. CSF およvGCVF 
t5ISMM 投与前後で安静!I-~ ， pe~k 還勤時

とともに有意差を示さな希った

以上の成繍より $-ISMNの筑後心底作用は前

負荷mえによる.(窃酸素需要の減少が主要因と考
えゅ九た

支 a院

1) W~n.;l! R:， P~~rmacol E皐pTher 160:732 

1972. 

"恥剛¥¥'11. et ~I: J Ph:!.rIn Sc i 日1l~7. 19τ， 
3) hnsen W. el al: Dt5ch ~IωWochen鍵hr 107 

"鈎 1982

4) lsl>ary J. 01 .I:!-I“Welt 32: 530， 1981 

3 ) 抗狭心症薬の薬効における運動負荷時'L、電図と

心機能指標との関連性について

路孝Z陸一円 藤田享宜・1 絵本龍馬・1

匝回啓治・ι 杉下靖郎・3 伊藤 厳・1

武田 徹・， 秋貞稚祥・・ 臨図 要"

小間 迫・5

従来 抗侠心復認の..効"価i主 主として逮剣 anoiOllraphrにより制定した収縮およぴa広場彼能

耐容能あるいはむ篭居所見によってなされており。 指1甥応対するそれとの間連性にっさ検討した

ぞれらと{健舵抱標に討する効梁ごのr.還につい
ては必ずしも明勺かではない そこで c，指筑
環である Nifedipineについて その還動負街持

続時間必よぴ ST変化に付する効果と 心"

， ;;長官室Jに学阻康医学高司n .同組射線"
.， !It;B:記念術民内約

I 対象および方途

，j~は盆4えの安乏した労作侠.(.!:l2S例であ η

2回以上の予畑氏設により芸週令負r.Iprota阻吋

を決定Lた後 初旬負荷量 i0.5-1.0日山/k，

("玄}とし 供符量を 3分，，，こ 0.5鳩山/kfl-r 



'" 記録

つ桶唱し 胸痛高度のす肢復労 0.2mV以ょ

の 51降下のいずれかを長点とする臥位 E"。

me¥er負街以験を Nifedipine 10mg雪下投与前

後に施行Lた

各極.[俊飽指繍の制定 I~，多結晶型 5，川1・

CamUJ {Baird Aωm"社製 ."ulosuoro$<;O開，

Syste皿i7Jを属いた(.， RI angiogr却 b，により

行った すなわち，安紛時および負荷時民おいて

T，蜘 20mCiを肘勝脈より愈逮静注L.firsl pぉs

t去により友箪Iilflを収録し， 5-6.(.'岨を加算し

て 1.(.、周期を構成 Lた さらに左室内 countを

20-251.四山町にて繁郎L.5 .~師∞ tllio~ を行

い。左章容量幽績〈図1よ段}を作寂した

岡曲線およぴその微分曲線{図 1下段}より

収締俄能の指標としてI左"'"出分画 (Ej民 tion

Fractionl 左宣伝犬駆幽透度 (PeakEi出iω

Ral ~) を It袈機能の指僚として左釜.t遠"入m

e訴包掌‘"き 7~ 

a最大充満速度 (PeakFil1ing Ratel 1;よ lf充満分
画 (FillingFrac出向}を耐定Lた なお!負荷碍

の各指標の計測は )<;ifedipine役'"前後において

伺負荷水車において待合た また心電図ょの

5T降下皮ほ。 5T降τをみた金縁組障の 5T降下度
の患を剥を芝5Tとし 負荷終点の三5Tから安"

時のま5Tを鑓し引いて 5T降下夜の指機とした

全信例に冠動燃泊f~H益 11'し 主要冠動脈殺の

75%以上の内盤密売増を有意と判定した

E 結果

対象を Niledipineの通勤待続時間必よぴ ST

降下震に対する効果により 2欝に分領した すな

わ句， Group I 11， Nifedi仰m 宥効雰13例であり

Nifedipineにより還御縛続時聞が延長するか Z 

51が減少した欝である Group 2は Niledipine

無効務17例であり!N21edBPL問 t二ょ η逮動持続時

聞が短縮するかI 三ST"iI'不安であ9た8撃である

(襲 I1 

商Z手の年齢および冠動脈狭穆程患校教に"省患

差 .. ，めなか。た(表" 各種循環t留保に対す
る Nifedipineの効換を南野聞で比依すると 安

静碕負荷時のいずれにおいても 収縮期血圧の

降下心拍滋の泡加を包め両者の械である

Rate Pr回釦reProouCIは不安であヲて 商務聞

でその効果について司町愈差を包めな泊 9た

収泊信豊能に対する効果{後" 安鯵時"幽分

画は G"ゅ 1で省意に憎加し Group 2で"不

変であ。た負滑降駆出分置は 荷野とも不'"で

あ η差を'"めをかった一方 Niledipine I~ 

Group Iに必いては自医大駆出速度に対し有意の

組 加 圃伺圃剛 効来を毘めな諮ったが Group2においてほ安

静時負荷時ともにa最大駆Jjj逮皮を有意に婚加さ

図 1 左車容量箇線およびその信分陶線

土:JU'.2記重の TI鳳.'"作HγCurvoであη
下肢が そのS色分歯継である

EjtCtiOo Fraotion 1: C/Dによ句 Fillin& Fr制剛
はBlCによ句求のt
PER， P.ak Eitotion R.te， PFR; Pt北町Rat.
PEIt. P同 I!end.di，.制限 oountにて補正L' 

せ 2静岡でその効果に差を包めた

究淘栂能に対する鋤累 (表"③急速流入問後

大充満足重度 GrClup1においてほ安鯵呼 負荷吟

ともに Nifcdipineによ句有意の地加を'"めたが

GrClup2においては 安紗時にのみ有意の増加

を'"め負荷時には有意の変化を"'.うなかった

@急速混入期充満分自~ : Group 1に必いては

Niledipintにより負荷時ヲヒ満分菌効有意に増加し



4お

伊

-aFMユマ
『

-E
--

d
d巳
hvd同
温
晶
君

U
4
9
a
-T
S
S羽

aE
42
2
-
L
Z
Z

明

H

z

v

-

s

V

品

別

Z

-

-2
9
v
a

J

岳山
山
LU

--
hT

Ji
--
口同
一口
凶
川
川一計
1

己
一問
問
問
中
出
ハ[

Ar己

e
v
a

一

凶

o
e
v
a

一

-ceva--

一

掬

Z

守

『

剖

-

-

-

N

-
Z

均

一

m
eeM明
h
jN

-

h
ic
u苫
ι

剣

一

円

師

例

-2
5a

-

円

ig
u明
白

寺

戸

N
-制
局

常

g
i--
ι
E
z

-

-呈
43Kお一王
一

g
b一『u
-z
-
p
z
s
z-
z

g

is
u
-z

一

喜一
b
h
g
z

も盲

迂

S

一

蓄

倉

当

宮

迂

C

宇
-、〉

2
5
脅

迫

講

指

JR

2

3
と
華

民

c
g
V
色

一

宮

》

一
eVR雨
明

HZ

h
U
J

引
判
パ
ワ

uu-
iι
引
引
出
門
一
凶

m
z

n
z
 

e
Z
M鴨川
W
3

4642V劇
-z

鎗E 

t| 

'19犯6.2)

じ
宮

寝
43VHF-z

会

議

「

却
噌

告間

トー!さ
語

" i i 

=透

ト+ー

hF
'm梢
円

同
省

宅
手
g
z

宮

151遣
軍 C 

、I
4、余

g
M明
'
JN
伺

。

戸

梢

伺

【

噌
白

川明
刷
仰
向

円

同

州

守

【

g
b
M
-z
 

-• 主

凶

e、h=剖伺
鰭
g

認
JAザ

a
z

ト

宮

否

A
1
守

】

g
t剖幽
SFT
US
醤
毒
剤

" 

N • 封
。

内
向

ilj 制
-n
e
@

凶

=

材

網

旬

@

霊
峰
g
z

念

" 

川
出
剛
山
叶
山
中

空間言語• @ 
判
例
mw
凶

唱

。

-
u明
凶
沼

A
M唱
-

S

器

歪
ζ 

》

戸
寄
z
ζ
w



'" 12 .. 

たが Group 2: こおいては習を鯵時光現分画は有

置に滑加Lたが 負荷時のそれは木密であっf

E 考 察

c.指紋iIlが肥大型心筋毒血や虚血性.，銭型"
の運動負荷時"筏掬佐を改善する作用を有するこ

と拡よ〈知られている また肥大型レ筋盆にお

いては c. 信伏策によ町選勘酎容維が改善した
との級告"もあ句 それと鉱後後能改嘗作用との

関連が種療される BQnowらl!，11血性心疾患

に必いてむ c.箔抗裂の鉱張峨能に付する改醤作
震が その運動蹴容舵改善作用の'"婆な一国であ

るカも L れないと迩べているものの。 Ver~pami!

を周いた彼らの検討でほ 鉱夜機能改暑と運動樹

容能改蓄との相間関係I':Uめ勺れ会か。たと録音

しているb

今回のわれわれの成績は!運動持続時伺 ST 

降下度かっλた Niiedipineの統事実，レ効果と鉱自慢

俊能改善効采との聞に関連があるζとを示吸して

おη ー方収縮機能改嘗効果と"関連を包め会

喝。た Nif~川plne の心筋'"血改善効4裂が一方

で逮動持続時間 ST降下用置の改響を 他方で鉱

褒機能改善をもたらした可能性もあるが鉱後機

能改普によ η運動持続時聞が廷畏した可能性も否

定はで会ない 方 Group2に白いては収

ft新医学 "壱 2号

情(駆'"機能は Group1よりむしろ増加して

いたが 臨床的暗蓄を犯のな均った ζのり複写と

してほ おばedipineを舌下役与すると.IE受容体
を介する反射性提呼によ η交換神経活性が充逸す

るニとが廻られているが Group2:に省いて

ζの反応がより強〈必こったとすると{夢実負

荷終点に泊ける血中ノルエピキフ'};..-漫nEtt

Grcup 2が Group1より有窓に高値を呈したー

鮮繍制緩しこれによ η心筋餓驚消賢量が増加す

る可能色が考えられ ζのため Nifedipineの陵

圧効擦が掴殺され。臨床的改替をみなかった可能

性が考えられる

鎗 施

以」ヒ銑狭心症粛の薬効野信に.いて 還動耐

容能。 ST変化のみならずむ機能に対する効果を

倹討することの重要佳につき追べた

文 自民

1) H~nr3th P. et al: Am J Cardiol 45: 1258. 1980 
21絵図光生 li~' : ffI ~OIEJ8紐昔懐医会員保横路文集

415.198C 

3) Rous$uU M F. el 11 : Circ凶alion62: 764.1980 

4) Ros .1昭 DR.tt al:Cir叫 alion関 1208.1979

s)恥町 RO. tl 31: Circul・(;on65:1町田i

， I 運動負荷による血小板凝集能の変動と
カルシウム措抗薬の抗狭心症効果

広 木忠行・ 副島 寛・ 森下行信・

沼代方民・ 荒川規矩男・

冠動脈使思の発症および地震の過控に結いて

血判明伽，~要な役割を脅もた Lていることが知

られている 我々は 正常健闘賢人および冠動脈硬

. ~.大学医学侃第二内れ

化徒における血小板誕祭能の安僻時のみならず

運動負荷による変動率の固から検討し.既に正

常Hよぴ狭，(，fj1例でそれぞれ符自民的な所見が犯

のられることを報告Lた咽今回の研究では 貌

.(Al泡者こおける血小紙凝集胞の運動負荷変動$



(198o.2) 

に対する削印刷pintの抑制劫援金検'fLfm 

I 対象と方途

冠動It;a艇により ι峻以上に50.以上の問書性
病変を包め、且つトレヲド;1¥.>運動負徐氏臓によ

句明らか，.， $T低下を示」た後{.1ii26闘を対象と

Lた ~.(~主 :a . 包..窪肱;;IiづS安定型と不安

定型に区分 L./~ 安定"と不安定型がそれPれ15

例と11例であ。た なお!高.....'"など血，，""猿

飽に彫事告及ぼす要因を合悌ずる盤側1::，子M :j"

aょη除外Lた また ア4ヒチル叡剤会どの椛血
4啄剤は 抗験問鎗の2週間前にその服周を中止
しf

血小敏3医長健:. E.":;uts t土製血小仮寝袋針

。lode11691により.銀大3起集胞を安鯵時と逮鋤
負荷直後'ー網走Lた 安..時と温S抱負宵直後とも

3.'ク.%.:../!l十トリヴム l容ζ肘傍脈血"撃の比

事で"血し i見和自主プラス+.，ク奮は隠して " 

i且下200)(11 iO分閣のi霊七分遣によ勾多血小低血

緊 IPR円安分緯したsoo..，舗の嫌持.""でφ
ンプリシグ後 ω分から75分間で血小銀極集にr.
する傘ての依..を"諸Lた 血小依羽電線能意起物

質ほアヂJν;..2 ~1!室温 !.-\PPI!:_M !:ョ，ーゲ

:-l，l'vml tlMぃ。これらを依終日帰加後!多血

小低血援と芝血小板ltIl~ (PP刊の先"造事をそ

れぞれ湖定Lた 倍大..小製唾織飽"次式の比撃

として表Lf-

a院大""崎凝拠能・

ADPおよびコラ グ，，"幾織の退勧負街によ

る変動"" 退勧負荷峰の血小仮調雄燥能と安静

持血小彼援集健の4宣告安調砂時血小製凝集能で除

Lた%変動$と Lて裂し"

血小仮疑集能-
E量動負荷円変動'*'
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運動負荷なトレ，ドミル..，ぃ Bru<<の修正

プ"コールに従って完結し コJ ピAーター

内信温鋤負同心電図処理霊安置 (CASE、，Iuqu叫 e

縫製)によ。 てそニターした なお負荷伏lo

lまi 袋レ帽の発現予懇般大也、拍款の途成.

有怠の ST低下ならびに著しい風圧低下のい

ず九かを包めた王寺畳で司['るに中止した 建油

性後(.'"患者の省舎には.'".旬治相既によ。て

a状の寛婦が得られた後t二負荷依取を行ヲた
nifeclipineは 18 30ma;を 8週間以よ投与し!

役与前後に運動負荷伏験を施行し 血小仮凝

集鰭変動$を比叙した

rr li1t 縮

，. "弘、症にお"る血小峰誠忠舵の;t勘負荷"

.... 
nifedipine役与煎の ADPjJよぴコ， ゲン凝

集飽の連創負荷変動."ま 不安定~'c.-&ではそれ

ぞれZ2=31~. 2S土".であり 安定後七，.では

それぞ仇7土22". 5会，..であ，た

偲 1に 篠む."こ制する.'，嚇".陸艇の運動負

担'"動惨と'"締時血小仮'"民健との関遮告示す

胤.!!:ニ晶、てはI 正常例.!:H照的に .-¥DPJは

ぴ，.ーゲ〆凝集能のいずれも 安鯵時血小仮選

集織が隆也告示すものほど運動負荷変動車が大と

会る傾向がI!のりれた

2 後-L'&tにお"る血小編刻鑓縫の置勧負荷変

....に漫ぽ可rnlfedlpln.の幼泉

n i fedipine 投与後~ AOP およぴコラーゲ，，，

a保健の還動負荷変動$1: 不安定倹七盆ではそ
れぞれ-，土17% ー"土14%であη 対同併に

比L.有庄の減少を示した (p<0.01)安定袋.c.

，.で隠それぞれ l全日%. -2企16%で。いず

れも刷ff<fi肌"..与前に比して誕少する傾向を示

したが.その浪少の樫~" 不安定換.[症の方が

安定後.('Ilの喝含より'"容であ。た また，..or
および2ラーゲ〆凝集能のいずれも nifedipinetl: 

与附異常~l;h~ f.ものが nifedipine 0.:与tま

ここで 運動負符後に血小復調極集能が充温 は正常""、廃る傾向がみ匂札た図2I!. nife 

するものbHI これとはi釦二低下するもの d i ~闘M 投与前後の ADP 血小1<.'極集絡の忍働賃 1曹

を鈎也と した "..'"を安鯵時'"頃3極集飽との..遣で示す
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図 2 副fedipineによる AOP血小板極集能
の連動負荷変動事に及ぼす抑網効果

0・ 不安定後.(..a: ロ・ 安定.心<<
C口 nil，仙I>，n.役与前 ..:nilodipin.役与後

E 考

血4啄a量集胞と虚血鑑~疾患の関連でほ。従来。

実

先進しているとする線告加と，正常付照例と比叡

して有縁.u認めないとするものがあ句.必ずし
もー致Lた見解がi専られていない ζれらの成績

の不ー致1::;.血小鉱稜集前をの測定法や緩集惹起物

質の強度の相遣のほかに，JlI血性-L'1ii.調患者の鳴

聞の繍速が省幹げられる 我々が傍J署した血小板模

集君彦経物質は。運動負荷によ句血小復凝集能の元

進が予想きれたので.Vlaehakisら制および永111創

の成織を多考にし，通常より低歳度のもので検討

した

nifedipine 1:1.強力なカルシウム箔銃剣であη

血管平滑筋"作用して血管"強を起こすが血小

板機能に及"す彫容についての緩告lま鑑めて少な

い しかし!血小仮機飽の冗巡は細胞内へのc.
の誕入に伴。て起こること穆ら nifedipineなど

の拘ル yウム鎗統剤が血'I~反機能に何らかの修容

を及"すことは十分考えられる 率実 nifedi

pineによる血小復...保健抑制効果については。

我々の緑台に次いで D~le らが安砂防血小複極集

飽に対する抑制鋤果を包めている伽
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錆 話

狭心症における運動負荷試験前後!二血小伝凝集

能金調定し。その際の笈動寧が筑後也、盆菊野舗に

別用で8ることを途ぺ さらに血4崎凝集能の湿

鋤食街変動$倉野値する際の問題点を考策した

支 猷

1) yo，b泊.T飢 al:Jpn Circ J‘7: 180.1983 
2J 齢片山 T.et a!: Coronary 1 州 19制
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3) Slee!e P P. et al: Cir.山 lioo48:1山 1973

4) y~m由民i H. et al: Throm!l Di曲目山町内

24 : ~38. 1970 

日 Vlaeh~kis N D. ~叫 Am J Cardio! 4.5: 321 

1980 

6 永川祐三白老基金鉱 17:7.1980

1} Hiroki T眠a1:Anr.timilte! Forschuog 32 

1572. 1982 

8) Oa!e D. et副 .'¥10H.，.n J 105: 103.1983 

5) Treadmill負荷試験による抗狭心症薬の評価

山本真千子・

相棒忠範・

飯沼宏之・

高檎宣光・

中村 仁・

加 E 和三・

抗濃心...雇効果の信康的卸値lま，通常g常生活

に必ける侠也、盆発作の圏致。ニトログ'1セIJ:.-

消費量の崎誠によヲて行われることが多い しか

し. ，遺体図訟は高効のみ会らず 患者の日常の活

動程度によ。ても大き〈左右されるたのi ニの方

法には限界があることが術総きれている ー方。

欧米では最近杭挟む盆'"の野信に多段階週動負

荷試験が多用されている そこで今回遺動負

荷筑験による飢狼.(.，tl.票飾価低可能か否か また

可能であるならば どのよう伝方法を周いればよ

いかを検討し 若干の知見を得たので緑告する

I 対象と方法

付，."労作後.t窪71例で I均月以上発作除
草生や朔既に変化の会い安定型決心症とした 会例

に冠動服:i2i:IH'aa符ι，75%以上の省主冠動脈病
変ならびに篭怨舗の有絡を倹討した 冠動脈遺影

の結果は O枝鋤蛮e例. 1伎病変"例.2伎病
ま25例 3校f剤費18例で。電器量植はO後術援金例

1伎病変"例 2健病変3例に証明された ト

. .(細血管研究所

レッドまル負荷鋭敏".岡-Ii.測で24時間以上舞

伎礎矧簡を釘いたコントロール時 ISDN5mR菅

下30分後 nifedipine(Nf) lOmg管下30分後及iJ'

?，即日向。 o!{P120-3Qmg1圏内服 l時間後に1

.九ぞれ目を変えて ~111Jと Lて午前中に行い.

1週間以内に終了するようにした また 18例で

は Conlrola.与の負荷i-2@施行し その再現性に

ついて 6 例では P!~cebo 投与後の負符を待ぃ

Place凶効果ロついて検討した 笈置"マルケヲ

ト抵袋 CASEを周い 負荷方楼U:Bruc~ の プロ

トコールに"'，た運動の中止復権は それまで

に患者が経験した最強の胸衡のs分の 3程度の侠
.(..痛のほか，息切れ獲労.どの自覚袋状 ST

2mm以上の降下ないし 1mm以上のJヒ界のと白務L

または目標4L拍数到還とした また運動中の{.

撤紘カヲによる収穏期血リ庄 STレベルの経略

的変化から相互の関係について比鮫検討した

E 錯 果

。肺!効保をみるためには。運動負荷"品に再現

住のあるζとが不可欠である そこで 2固待っ

た Control負荷の成鋭について比舷し。その相関
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1図冒と 2回Eのa医大還働時聞の再現性は.運
動中止理飽が胸痛であ9た"略で砥相関係監1:r 

-0.91と 胸痛以外の理由で還'闘を中止した 9例

の r・0.78に比し はる均 iこよかった また.こ
の闘術発現例における稔大運動時5T下降度につ

いても向憾の倹討を行ヲたが これも r-0.93と

よい再現住を示した fだし 胸術発現例に必い

ても 5TT降 1mmに割返する までの逮働時聞の

再現性。:r -0.86と~や低かヲた

次1:6例で Plaeebo効果をみたところ 金大逮

勤時間 STlm"， τ院に至る運動時間とも巳。投
薬前後で有意穫はな<. Plaeebo効果は明らかで

なカった そニで運動中止理由が。無""廃時と各

後部剤投与後でほどのように変化する請 を検討し

た 保役都"の中止理自は75%が胸繍であうたの

に付 L.ISON， Nfでは胸痛で選a簡をゆ止した例
は56%に採η ー方 5T 偏位~.偲4給及到i霊

でil!動....止した例が勾加した Pで』左胸痛での

ゆ止例"ほ"同様でh，たが 下畿の復労や息切
れで運動を中止した例が噌加した

前迩の2固め無投9臨時連動負荷の成繍カら

Con¥rol時の運動吟聞の震動帽を求め ζれと高

剤投与による運動時聞の延長度と比似し 莫の司馬

fi街区隼 <l巻 "号

剤効明快による延長がみられるか否かを検討した

駒衛で遥蹴を中止したき手の経大道動持間の延長男E

" 三制でともに Control時運動時間の変動.. 

(34=26~.c (mea凶ま SO l ) を繕えて有~に USON

116土72see. P <0ぽ知5. Nf: 118 + 93stt. P 

く0.01. P; 93;:62sec. P <0.05)大であヮた

こ札:22fu て。胸術以外の寝自で運動を中止した

E撃の般大逐働時聞は いずれの煎剤に"いて也

Comrol時運動時間の震動幅と有意差，，"められ

なかった

主たi 各種礎剤役与後の伺ー還勘吟聞での 5T

下降改善度 を。無役S臨時の変動幅 (0.22主0.24..1とlt敏倹討した いずれのお郊においてむ
5T下降はさ文普され。 無投司臨時の変動舗に比し

有意に (!SON:O~ 騎士0.45mm. P <0∞1. Nf 

0.65主0.29，P < 0.01. P: 0.64土。 25. P < 

0.01)大であ。た.これまでの緒架から 還勧負

荷伏駿の陪胸痛にて週動をφ止した犠台二"
a医大道働時間の延長や 5T改笹皮をみるζとで抗
秩<.盆菊評価が可能であることがわカョた。そニ

で さらに各種銑鋭.L症司馬の作用に差があるか否

か また その作繍は翁，.筏食中縄開懸にようで"

なるカ否かを検討した

まず 聖夜七症全体で最大運動均聞と最大 RPP

が三剤によ。てどのように変化するカをみてみる

と 図2のごと〈 忽大翠動時間"全ての事制に

よη有意に溢長するが その延畏::Nfゃ Pでは

運'胸中の RPP増加抑制によ η ISONでほ R押

臥タトの要因によって生じていることがわかる さ

らに これらの復例を純理労作族化症と労作後安

"PP><IO.' 
捌 .. P<:g・"・・・ .<・・・s

.... P<:・・"4ト M...念日
ISDN ••• m C -・・.

M 

附

加

P，op 
制 ω ，. 

医同F帥，"岬，....“
fAl2 1i'C!礎"揮の連動語11字n'付する効果
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鯵侠心..に分けてみると!純益労作袋心窪では

いずれの薬剤も運動中の'"増加御制によって

違勧荷客能を増大寄せ! 方"'.. 時発作も宥す
る僻でみると。 ISDN，Nfでは Coo(rω 時より経

大'"が噌加しているので。'"の糟加抑制以

外の因子。必そら〈は心筋への骸素供給場大 t二

ょ。て還勤前容飽を増大させていることがわかっ

た 同線の検討を病変役教についても仔った そ

の緒集. I枕 2仇 3筏，..，.、ず札の'"含む無

投9臨時に比し 運動岬聞は溢長するが-続病変

で"特tニ金援剤で舞役'"時の'"働帽を有意に組え

る極突が認められるが 2技術変で11IS加と

Nf. 3伎術変の湯合l玄!$DNでのみ有意な延長含

箆~た

-

"鱒 .m

ま と め

以」ヒの絡巣から Treadmil1負荷試験の際 絢

衡にて還勧を中止した例で(!. .医大運動時間

STア障の"度三再現f乏のよいことがわか。た

徒。て，抗続.(..@硯効果の"価は，このような測

を対象として運動時 ST下碍のとた警 あるい怯掬

痛発現時mの延長の宥震をλることによη!可能
と思bれる また。還動負荷伏績の結集から.，(. 

筋箆ヨ標語稔関係の"嘗に関与している要因が何で

あるかなどi 読後七寄誕の作用栂序についてもあ

る程度鑑別するζとができ i さらに.作用の明ら

かな孤剣を周いるニとによ η.逆に袋心症の痢患

をさぐることも可能であると考えられた

6 ) トレッドミル試験について

戸山靖 ー・ 鈴木恵子・ 前回泰治・

統袋4レ伝'"の効集判定には，金近わが自でもト

レァドミル伏験を符今ようにな。て昼たが この

楊合いろいろな問忽点があり 今回はそれについ

て盗べる

トレッドミル'"貨を抗決心盆粛の.，定にJIl.白る

とiき まず無投策または P!aceb。で行い ある時

点で胸痛が起ζったとする 次に..剰を役与して

再ぴトレヲドミル試験全行。て 飴めのときと同

じ運動量のときに胸痛は結ニらず。き勺に還動量

.噌して別の時点で胸痛が起こると その時点ま

で運動蔚容胞が活ぴたと判定するわけで~る し

拾しこのように胸痛という同じ endpointで終わ

るときはよいが endp。剛が司ーでないことが

少な〈ない

例え:Z復例 K.I.{図 I.，で" 無投薬のと.

"胸"絞促感で終っているが nifedipine投与時

では息切れで中止し c~rteolol で低下絞倦怠感

-犬家府立恩人病.〆，ー

• 1盛何百.. b'症例 Y.T

n3F V 。k，pp O2P ト ，目 制，m 

〆

aF ，'a #tbB 

iト/~þ.， ι叫 I

S J a IY 、当， ， ，官、
国1 トレ，ド、ル筑昼食に惇う D'の安動
IS伺佑時 1 -1~'P!l. 0 ~ 回，"，ηH. 5% 
W-2MP札 10".V-3恥IPIi.10包
C -"W:趨l'flllf削除dipin.CAR_cortKll0l '"誕ebu!olol，OP但胸部俊据~. S08息切れ
LEQ-T肢倦怠 OPI1I万噂位}

で終勺ている 投薬吟の tndpOint 1:1暑役E臨時に

比べて選動畳I主活ぴているが end pointほし寸'

れも異なっているため，こ札でもって運動樹容健

治'l<分活ぴたとするのには問題がある この地合
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無投票時の tndpointと岡じ運動量のと暑は絢衡

がなか9 たので その点質的な箇からはよ〈

な。たといえるがI 量的にと町あげるとき問題に

なるわけである

それで6志 向じ ST降下度でみたらどろかとい

うと例えI{51が 1.皿あゐいは 2mm防下し

たときの運動畳を比べるとすると ほっきり

1m_下がった皮を制定で怠ればよいが 普通の

トレヲドミル試験で以Iある POlstごとに心電図

を撮9ていることが多〈。無投a臨時と役票時とと
もにき。ちり 1司郎下が。た点を測って決められ

ないニとが少な〈ない したがョて そのために

は絶えず心電図を撮り続ける必要がある

また運動中旬心電図をみると I ノイズが多〈

入。ていて白五時ιlmm~り 2m. を摺れ"い

そこで加算してー児島れい&レ定図を幽Lてい

るが 二れ"あるー阜のレ電図を示しているので

はない またそれを用いるに Lても 自動的に

STを劃定しているが これが来たして正しいカ

どうか! また，どこで STを事隠れほよいかという

ことを考えると.51測定にも色々と問題がある

また もっと厳しい意見としてはI 投裂したと舎

の STと そラでないときの STとは果たして肉

質かということが曾われている すなわち'"

prano引を役模すると acuon関tenlialが変って

〈るわけで! ょう したニとも考える必要がある

それでは同じDoubleProducl (Dp)のとミろで

みたらどうかというと。例ぇI:fcart~lol のよう

な9プロヲタ援を投与すると。 DPはかな η下
が。ているので 俸役目白のときの DPと比べると

還動量が非常に延ぴたようにみえる しかしこれ

を見方をかえ 縦舶に DP 機紬ιST偏位度を

2 

~新宮学<I宅 "号

• -， -， 
図2 僅例Klの DP'STの勘§

(DP l~ 1 万単位.， STI~.・2 単位 C-"Hi:揮
NIF-niledipin.. CAFI-car 

C 

E4 

がわかるが。銃狭也、信舗では釜ほない

別の'"例 Y.T.(図， b)をみても'"'問慨が

舞役震で胸衡な〈下艇倦怠感で終。ているし 役

ヨ臨時も息切れなどで終っていて。 endpointが一

定していないので，症状で運動耐客時聞を比べる

ことができない こうした寵例が実際"多し

end pointが常に胸衝である症例の方がむしろ少

ない したが。て 運動耐容時間で比駁するのは

厩 L(なる その点むLろ舞金B臨時の endpoinl 

と同じ運動量の時点で ST除下がどうなラている

か.DP はど令かということを比べる方が，襲の

判定法と Lてよいのではないかと恩われるわけで

ある

ことに症例 1.Y.{図引で DP'51直線を面〈

と βプロ 7ク艇と(1ζ"白川alol(AC)では左

w 
s 

とり，負荷開始時から中止時までの低金プロヲト 2 

してみる(図2l

まず きさの盆例で無役掲(C)のと Sをプロフ

トして行き 次に nifffiipine役与吟のをプロット

すると 始めは整があるが後半"両者はほぼ伺

じ線ょに〈る '"情。0'では DPが上がらないの
でi 右下に留まるが その傾向は無役擦とほとん

ど，.らない この点 ACパイパス術前と術後と

を比べると I 明らかに術後はよ〈なヲているニと

。 -， 
図， "例 Y.Iの DP'STの劃き

(C-M役砲。州F-nil.付'.'時 ACε-&ctbuIOI叫

-
" 
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下がりとなり むLろ好まし〈ない傾向を示して

いる しかし普通のトレヲドミ.此般の見方をす

ると 明勺かに温動耐容時間:;l:温u'てよいという

記録'"

ことになる したがって 単に運動耐容時間が埠

ぴたといってその礎知jがよいという考え方I;l:.考

え直す必:.~があると恩われる

7) 徐放性硝酸イソソルピドの労作性狭心症における運動時の効果

一虚血部心筋血流量および左室機能への効果について

尾崎正治・

山岸 隆・

久寓図俊明・

閉

司

造

遣

雄

櫨

水

吾

川

滑

古

楠

亙磁"刻は古〈から銃密実.(;剤として広〈使用さ

れているがその効換のメカニズムについては未

だに不明な点が多し特1':i!動時の局所心筋血流

量匁よぴ心機能への効果に関する臨康的研究の報

告は会い 本研究の目的" 運動時の虚血鋪心筋

血旋盤釘よぴ左心拠佐への[，箇町臥d.臥山T3te

{]SDNIの効飛について 臨床釣に検討すること

である

I 対象および方途

対象信表 1のごとく陳i自慢七、筋便禽後決心療の

9名と ヲザ作性後IA虚のaの計[[名である 援
護i最後.i.-tlの9名は!運動負何心筋:.-，チにて復

~箇およびその周辺郎に再分布がみられ この節

位の虚血が労作性狭心盆の原因と考えられる例で

ある 梗塞鶴位冠動服所見は表iのごと〈であ

る

遺動負術は 臥位白紙事エルゴメーターにて

行った まず c醐 Tol，tudyとして 38 r.n以上の
休礎下で。 SOWよ町開始L3分毎に25Wずつ"

"昼せる多段抱負荷金行いi 盆状出現跨にほ'"

'1ウム 20l(引)を釣 3mcibolus I二静注し。更に

1分聞の負荷.続けた TI ni生時までの逐動.

-山口大学医学s.ニ肉料

地盟 徹-

t公国務雄・

表 1 9 f， '"下院'"性心柿憎暗唱a と2r，の
，..レ曜の，催事部泣ιよぴ厄動脈
桝宮部位.

1I Pal;eo15 w;，h .'l.og;na P~çtod， 

No. :>l .m~ Age s.皐 l..聞 ofCA' Ar宅.of O~tI 

T. K. 制 M RCA [，[ 

2 T. H. " M RC .'1.. C;< LQ.I. Inf 3 s‘).1. 5。 おI U.D .'I.;>u 

4 K. I‘ " " RC .... [，[ 

5 T. ~‘ 53 M UD  . .1， S 

6 Y. O. " M RC .... Inf. P同K. Y. '" M C .• PL 

8 H. N. " M RCA PL.lnf 9 S. O. " M LAD. C;< broad Anl [0 T. S. 67 M L:¥.D 

[[ K. O. " 
為i しょ叩

荷量([..，が後の週助負荷の基調降となη 温動負

荷七、プール 1場よU ISDtf studyもJ二の...の負

情念行った T[ 脈注後10分にて負荷直後の心筋

シνチ自民を 4方向 (Ant. LAO-45噌 L剖 RAO・

30')で撮影し 3時間後に問機の方向均ら h

layed Im~Re を掻悔し 拠覚的に再分布の般も著

明な錨位の局所心筋の T[活性を直後および D.

l~yed (m3gーよ η.，定 L. w白川utrate ((lnuial 
ω明 1-Dt!~)'ed counl) I (ln;ti~1ωunt) X 1∞}を"
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副首した む筋::";...f-の後 脚 Tc-IIS"にて安荷揚時

の心プールを600也、始悶行い，その後c.の負荷

に到退後これより25羽根じた負荷を行い"がら

負荷4レプールを3∞心拾周行。た

ミの ControlSludyの 1週間後に。[501'stud、

を阿織の方法で行。た ISON Slud)' 1:， Nitrol-R 

{絡銀盤 IS凶}鉛町内腿 l時間後に負傷也、筋 y

;"-f-t 内腿6時間後に負荷プールを行。た 血

圧は右よ院でカヲ法にて求めた TI使思量"

Conlrol 5tudyと!SON5tudyにて向鑑とした

E 結集

1 ， 血中 ISON~度

Nitrol.R 20陥g肉眼 2旬開伎の 150S血中副長度

r: J.5(j土0.2Onrfml(聞土SE'で内服6時間僚
のそれ1:2.1I土0.29ng/酬であ。た

"む槍思.血庄への幼県

Sitrol・Rにて.IA由歎I!.~防跨および週動岬の

いずれも省軍な変化ばみられ告か9た 収組問血

圧は!安俗時には 141玄4国lIIHa(111念SE'カら

128土6m"，Haと低下したが (P<0.05) しかL

ながら還船時に 1:175:回目阻H，が 165土7mmH，

と低下傾向を較すも有意で"なか今た その結果

む筋限努消費量と抱関するf皆様である pnssure

Rale Pro<lutl IPRPl 1: 1211じ示すごと〈有章に

低下Lた{肉眼 l旬間後の也、筋ン M チ範行均で"

有患な変化では令か9 た}

mmtv附
E 

e術座掌 41巻 Z号

Jl左心樋院への勉果

選前"と"'..崎の'"蜜駆省寧の差 (aEFIの震

化を図2に示す 休'"下での運動負何で"虚血性

変化がJ!<. EF 1!3.4土2.6"(111主SE'の減少
がみられたが， Nilr剖 Rによる問量の負符にては

1.6土2.0括主治加し有鷺"，a.がみられた (， 
<0.05) 

‘'!O所心筋血謙虚への勉県

運動"の虚血慌の別活性は， Nilrol-Rにて

0.50 :1: 0.05 (ωu固d鍵c/pi ~ el)から 0.56 土 0.06

I 

'" 
'‘ 
1・
。

-" 

-，・

-， ・"・
2・"・

"・・s

H t・3
対，，，・l似

個 2 aEF lilJ防"の，，~‘昼前廊と安静崎
のそれとの釜}の ISONIよる変化

足，~

初、 E
E 

" 間 且u 1~:I" 
P~o.O$ 

¥Sil!u.u 181>13 

" 
互

a8:Q8 
細S

'"' 

$ 

。
，.・，cl.. 

"mTC'1時S.t.C..，山 P副
ε."引"
抑制 Sc;円札

.叫"蜘。州"""1150K 
図 1 Prrs凶r~ Rat~ ProdU(tの変化

INitrol.R内&，崎筒織で負荷む筋ι，;.. 1" 内服‘"周健ー負荷4ず-.，省行，



(1986.2) 

ds/p(m土'"と有意に勾加l. (P<O.05). l! 

血郁t筋血沼量の増加を示す所見を得た また，

虚血によη低下する指僚である局所心簡のT'の

W回 houtRateは， Nltrol~R にて 24.6 土 4 .4%("

玄SE)から31.5主4.1"と婚加傾向 (P<O.lIを

示し，虚血の"蓄を示す所見を得た(図"

勺目w"般市

お↓
4 
2込.

。
101 ••• .• P<O.' 
町山 山

C/p;.rs TI-uptake 
凶加h

.， 

。
，，"，0.0' 

0.5_0.0$ QJ揚凶随

(-) (+) (可司
州 Irol-R NI針。'.R

図3 ~血都心街の n ll\取量と Wuhout
Rateに及ぼす ISDNの幼呆

血考 " 
歪倒砲剤"古〈から侠L♂復の特効。慣として使!I'

iされているが!その碩理効果のメカニズムに聞し

ては不明会点が多〈 定舷操作周による.(筋への

血液供給の地加 後釘よぴ前負荷減少による心筋

E 錫'"

奇書普賢消費量の球少の二つのメカニズムが考えられ

ている 最近の動物実験でほ 程血定量拡増加せ

ず. 心仕事量の議少による4心筋盛衰消費量の減少

作用が主であるとの報告，.>が多い またi 定血

流，.は噌加しな〈ともむ内膜層への血認を有意に

噌加害せI 心内膜下の虚血を改善するとの鰍告"

もある いずれ巳しろ，これらは勘窃実識での結

果であり.狭心建患者に必ける運動時の効果に隠

しても、筋血流量に関した叙奇誌ない 近年 TIに

よる心街シンチ布告により，局所4心筋血i定量の変化

の推定が可能となったh 続々は"法を周いて

袋心a患者における還勤時の 15DNの効果全検討
し。以下の錫宿命を得た

[SDN Iま.. 血節心筋血液量を増加させi さらに

心仕$量の戚少に降弓也、筋信者調安量を減少させ

この二つの効薬により虚血が改嘗され!左心機能

.. ，聾する
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